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　なかなか残暑が収まらないとぼやいていた九月も終わり、ようやく十月に入って秋らしい風が吹くようになった、今日この頃。

　久しぶりに会社の外でランチを食べた、その帰り道。オフィスに戻ろうとする私の視界に、魅力的な身体が飛び込んできた。

（いいわね……うん、いい。あのお尻の感じ。キュッと絞まっていて形がいい!!）

　私は素知らぬふりをしつつも、視線は目の前にあるお尻に釘付けだ。

　ちょうど前を歩いている男性のお尻が魅力的で、尚且つ理想的なのだ。それは、私だけの嗜好かもしれないが、ガッツリ見てしまう。

　背格好といい、あの広い背中といい。大変よろしい身体の持ち主である。眼福だ。

　願うことなら、その身体のラインを隠してしまっている作業服を剥ぎ取り、ぜひともパンツ一丁になっていただきたい。

　そして、私に飽きるまで鑑賞させていただきたいものだ。

　舐めるように見知らぬ男性の身体を見つめてしまう私は、恐らく変態の域に達してしまっているだろう。

　とにかく不審者だと訴えられないようそれだけは注意しつつも、やっぱり視線は魅力的なお尻へと向いてしまう。

　そんな変態行為をしていると周りに悟られないよう注意を払いながら、私は緩くウェーブがかったマロンブラウンの髪を揺らし颯爽と歩く。






　清田きよた亜沙子あさこ、三十歳。先日、三十路に足を突っ込んだばかりのＯＬだ。

　大学を卒業後、世界的有名自動車メーカーであるＣ自動車に入社し、今はメディア戦略部に在籍して精力的に仕事に取り組んでいる。

　しかしながら、仕事に邁進しすぎていたせいか。他の部に所属している同期女子たちは立て続けに結婚していくのに対し、私には男の影も形も全くない。

　寿退社なんて夢のまた夢。恐らく、このままあと十年はメディア戦略部に籍を置かせていただかなければならないだろう。

　そんな私は、そろそろお局さまと呼ばれてもおかしくない立場にある。だが、負けるものかという心意気だけは人一倍あり、日々のケアは欠かせない。

　キレイなお姉さんを目指す私は、体型維持を心がけているおかげでなかなかのスタイルがキープできていると思う。当社比なので、そこはあしからず。

　タイトなスーツに八センチヒールのパンプスを履いてキャリアウーマンを気取る私が、まさかこんな変態チックなことを考えているなんて周りは思ってもみないだろう。

　むしろ、このことが周りにバレてしまったら非常に困る。

　なぜなら今まで培ってきた〝キレイ系お姉様、清田亜沙子〟のイメージが音を立てて崩れてしまうからだ。それだけは、なんとしても避けなくてはならない。

　しかし、頭の中は目の前にいる素敵且つ理想的な身体の男性のことでいっぱいだ。

　ちなみに、常に私がそそられるのは、魅力的な身体の男性である。

　顔のチェックはしていない。もちろん、このいいお尻を持っている目の前の男性の顔も見ていない。

　顔なんてどうでもいい、とさえ思ってしまうほど、常々私は男性の身体をさりげなくチェックしているのである。

　いや、少々語弊があった。私の興味がそそられるのは、スタイルのいい身体だけではない。

　とある男性の身体つきに似ている人が対象なのだ。

（本当、あのときの男性は、超セクシーだった……！）

　ひと月前。地元の海で溺れてしまった私を助けてくれたあの男性は、本当に本当に魅惑的な身体の持ち主であり、セクシーだった。

　腰の辺りに筋肉の二つの凹みと右腰辺りにホクロが一つあり、それがとにかく素敵だった。

　その凹みは腰えくぼと言うもので、アポロのえくぼとも言うらしい。

　そして、その右腰には魅惑的なホクロ。

　あれが、特にセクシーで……思い出しただけでドキドキしてしまう。

　もう一度、あのときの彼に会いたい。そして、できることなら――。

「清田さん？」

　あのときのことを思い出しつつトリップしていると、かわいらしい声で名前を呼ばれて我に返る。そこで、ようやく現実に戻った私は目を白黒させてしまう。

　周りを見回せば、ここは会社敷地内。そして、隣には後輩である伊沢いざわ紅子こうこちゃんがいる。私は、慌てて横を向いて彼女に謝罪をした。

「ごめんね、紅子ちゃん。考え事をしていたの」

　目の前にいる男性の身体に気を取られていた上、彼の作業服を引っ剥がしたらうんぬんなんてことは言えない。絶対に言ってはいけない。

　言ってしまったら、私の社会的地位は奈落の底へと失墜してしまうだろう。

　私は苦笑しつつ、咄嗟に嘘をつく。そんな私を黒目がちの大きな目で紅子ちゃんは見つめてくる。

　子犬系女子で愛嬌があって皆にかわいがられている紅子ちゃんは、素直に私の言葉を受け止めたらしい。

　心配そうに眉を下げる様子は本当にかわいらしくて、子犬のようだ。思わず抱きしめたくなってしまう。

「あ……次の企画案出すのが来週でしたものね。新見にいみさん、清田さんに五つ上げろなんて無茶苦茶なことを言っていましたし」

「ああ……うん。新見って、本性がバレている人間には本当ドＳよねぇ。普段はいい上司面しているのに。大丈夫？　紅子ちゃん。アイツに苛められたりしていない？」

「あはは、大丈夫です。でも、実は優しいんですよ？」

　幸せそうに柔らかくほほ笑む彼女を見て、私は頬を緩めた。

　新見というのは私の同期であり、我がメディア戦略部の課長だ。そして、このかわいい紅子ちゃんの彼氏でもある。

　爽やかでスタイリッシュ、尚且つ仕事がデキる新見は、イケメンモテ男だ。

　この会社の御曹司でもあり広報統括部長である近江おうみと新見、この二人は本社のイケメンツートップと言われているのだが……。

　近江は結婚したばかりで愛妻命、新見は紅子ちゃんとラブラブ。そんなわけで、本社のモテ男勢力図が変わりつつあると、誰かが言っていた。

　そのあとも必死に恋人のフォローをする紅子ちゃんに、私は意地悪をしてみたくなる。

「それは紅子ちゃん限定でしょ？」

　からかってニヤリと笑うと、紅子ちゃんは頬を真っ赤にして俯いた。

　彼女の仕草はどれもかわいいので、思わず脂やにが下がってしまう。いかん、これではエロ親父街道まっしぐらだ。

　だが、かわいいものはかわいい。かわいいは正義。

　ああ、かわいい。我が部の癒やし、子犬系の紅子ちゃん。

　キュートすぎる彼女を見てほほ笑んでいると、紅子ちゃんの隣に大きな影が。彼女の肩をこれ見よがしに抱き寄せる不届き者がそこにはいた。

「ここは会社。仕事をする場所よ？　新見課長」

「ん？」

「恋人がかわいいからって、会社で手を出さないでよ？」

　私はからかうつもりで言った。だが、この男はやはり一筋縄ではいかない。

　フッと笑ったあと、新見はチラリと私に視線を向ける。

「手を出す？　それなら、紅子を会議室に閉じ込めなくちゃいけなくなるなぁ」

「……」

　ようするに肩を抱き寄せたぐらいでは、手を出すに値しないと言いたいのだ。

　手を出す、というのなら、もっと過激な甘い戯れを言うものだ、と主張しているのであろう。

　呆れ顔で新見を見ると、彼はフンと鼻を鳴らした。

「そこまでしていないんだから、手を出していないだろう？」

　新見はニヤリと意味深に笑ったあと、背中の辺りまである紅子ちゃんの長いポニーテールに手を伸ばして弄びながら言う。

　紅子ちゃんは耳まで真っ赤になってしまっている。恥ずかしくて嬉しくてどうしよう！　という彼女の悲鳴が聞こえてきそうだ。

　だが、端から見たら、そんな仕草がかわいくて仕方がない。その意見には、新見も同意してくれるだろう。

　私は盛大にため息をついたあと、新見をギロリと睨み付けた。

「私のかわいい、かわいい紅子ちゃんが、新見の毒牙にかかってしまったなんて。嘆かわしいわ」

「うちのかわいい、かわいい紅子に、毒牙なんて向けるわけがないだろう？　こんなにかわいがっているのに」

　白々しくも、新見はそんなふうに言う。まったく、どの口が言っているのか。

　私は呆れ返りながら、新見に指摘する。

「新見のドＳぶり。同期の私が見抜けていないとでも思っているの？」

「ん？」

「新見に幻想を抱いている紅子ちゃんを諦めさせようとしていたんだけどねぇ。紅子ちゃん、健気だからさぁ。本当にいじらしくって」

「よく言うな。清田が紅子に俺を諦めないように応援してくれていたのは知っているぞ？」

「……」

　どうやらバレていたようだ。確かに私は紅子ちゃんの恋を応援していた。

　なんといっても健気すぎる紅子ちゃんを見るのが辛くて、なんとか新見とうまくいくといいと願っていたが……。

　ばつが悪くて視線を泳がせていたのだが、そんな恋のキューピッドでもある私に対して新見は恩知らずだ。

　口角を上げると、ニヤニヤとした笑みを浮かべて私を見つめてくる。

「だが、うちの紅子は、もう俺のモノ。清田には貸してやらないからな」

　相変わらず独占欲の塊だ。確かに、こんなにかわいい紅子ちゃんだから独り占めしたいという気持ちはわかる。

　呆れ返るほどの潔い独占欲を露わにした新見に、脱力感を覚えた。

　これ以上、新見と争うのもバカバカしくなり、「はいはい」とぞんざいな返事をしながら私は肩を竦める。

　そして、新見の隣で恥ずかしさに縮こまっている紅子ちゃんに視線を向けた。

「ねぇ、紅子ちゃん。新見からの束縛が酷かったら言ってね。私が、近江と一緒になんとかしてあげるから」

「もう!!　清田さん!!」

　頬を真っ赤にして狼狽える紅子ちゃんに目尻を下げていると、背後から声がした。

「清田さん。さりげなく私を巻き添えにしないでくれるかい？」

「あら？　近江じゃない」

　私の同期、御曹司さまのお出ましだ。

　それにしても、相変わらず王子様オーラが半端ない。

　こんなふうにいつもにこやかな笑みを浮かべている穏やかな近江だが、愛妻のことになると目の色が変わる。

　我が本社のツートップは、妻＆恋人にぞっこん状態だ。

　二人とも運命の相手と結ばれ、本当に幸せそうである。羨ましい限りだ。

　幸せオーラをまき散らす同期たちに、私は少々やさぐれ気味に嘆いた。

「くっそぉー！　私だって運命の相手を探してるんだからね。絶対に見つけてやるんだから！　っていうか、アンタたち。私にいい男を紹介しなさいよ!!」

　そうだ、この手があった。今更ながらに気がついた私は、手をポンと叩く。

　この二人なら、素敵な男性の知り合いがいるだろう。

　期待に満ちた目で二人を見つめたが、近江は困ったように眉を下げる。

「清田さんなら、私たちに誰かを紹介してもらわなくたって、いい出会いはあると思うけど」

　私のことを傷つけないようさりげなく断ってくる近江だが、残念ながらそんな素敵な相手はいないし、そもそも出会いがないから恥を忍んでお願いしているのだ。

　ムッとして唇を尖らせる私に、新見が真顔で聞いてきた。

「清田、前に彼氏に浮気されて別れたって言っていなかったか？　もう、一年ぐらい前になるだろう」

「そうなんだよねぇ……」

「で？　いい男はいないのか？」

「……んー。いるというか、いないというか。見つかっていないというか、探しているっていうか。探す以前というか」

「はぁ？　意味がわからないな」

「私もわからない」

　自分で言っていてわけがわからなくなった。でも、今言ったことは本当のことなのだから仕方がない。

　大きくため息を零すと、新見は柔らかい笑みを浮かべながら眉を下げる。

「清田は、男に隙を見せないからなぁ」

「え？」

「隙を見せることができないから、高嶺の花だと思われて男が近づいて来ないんだよ」

「……」

「付け入る隙を与えるのも大切だぞ？」

　新見が言いたいことはわかる。確かにその通りなのだ。

　私は〝キレイ系お姉様〟に見られたくて、猫を被っているところがある。

　そのことを、新見は指摘しているのだろう。

　しかし、一度被ってしまった仮面を外すのは勇気がいる。

　それも、私はデキる女だと周りから思われているから、余計になかなかその期待を裏切る踏ん切りがつかないのだ。

　前に付き合っていた男性とは別れて一年が経つ。

　浮気現場に偶然居合わせた私は、平手打ちをお見舞いして別れてやった。

　ついでに一緒にいた女性も二股をかけられていたことを知り、あの男を振っていたのを見て怒り狂った心がスーッとした。それだけが救いだ。

　元彼に天誅が下ったのを見て、すっぱりとその恋を終わらせるケジメがついた。

　だけど、やっぱり二股されていた事実には傷ついていた。それも、そろそろ結婚の話が浮上するのではないかと思っていたから尚更だ。

　一年前の悲惨な過去を思い出してズンと落ち込んでしまった私に、新見と近江は屈託なく笑う。

「お前は、俺たちの自慢の同期だ。清田に非はない。その男に見る目がなかっただけだ」

「そうだよ、清田さん。きっと君には素敵な出会いが待っていると思うよ」

　我が社のモテ男ツートップの激励を受けた私は、曖昧に笑ってから彼らと別れて資料室へと向かう。






　資料室へと足を踏み入れると、普段出入りが多いはずのそこには偶然誰もいない。

　求めている資料を探しながら、過去のことに思いを馳せてしまう。

　元彼と付き合っていた当時、私は二十代最後の歳を迎えたばかりだった。

　次のステップに進むのかな、とそんな淡い期待を抱いていた私にとって、彼の浮気は青天せいてんの霹靂へきれきだった。

　だからこそ、悔しさと悲しさはひとしおだった。

　彼に未練はない。だが、浮気をされたという事実が、私の気持ちをズタズタに切り刻みトラウマとなって心に息づいてしまった。

　なんだかんだ言いながらも、前の恋を引き摺ずっていたのだ。

　そんな鬱々とした日々がつい先日まで続いていたのだが……ひと月前、海水浴場で起きたある劇的な出来事により、私の変態チックな日常が始まることになったのだ。










「はぁ……夏休みが終わる頃の海水浴場は静かなものねぇ」

　ここは、とある田舎の海水浴場。

　実家から歩いて五分の場所にあるこの海水浴場は、夏休み後半の平日の昼にもなると人もまばらである。

　閑散とした雰囲気の海辺を眺め、潮騒の音に耳を傾けた。

　取り立てて海がキレイというわけでもなく、施設もさほど揃っていない。いわゆる、昔ながらの海水浴場だ。

　とはいえ、私にしてみたら勝手知ったるなんとやら。幼い頃から気持ちを落ち着かせたいときはここに来て海を眺めていた。私のテリトリーみたいなものだ。

　我が家の庭のような感覚で、子供の頃はよく遊びに来ていた。

　懐かしい記憶を思い起こしながら、私はレジャーシートを砂浜に引いて腰を下ろす。

　海水浴をしにきた客はほとんどいない。それよりもここから少し離れた場所にある海岸にやってきているサーファーの方が多いのだろう。

　波の音しか聞こえない海水浴場でひたすら思いにふけり、誰に見せるわけでもないのに少々大胆なビキニを着て、ただただ海を眺め続ける。

　なかなかに寂しい独身女の出来上がりだ。

「あーあ。ついに私の女性同期は皆、結婚してしまった……」

　残っているのは男性の同期ばかりで、女性陣は皆、私を置いて幸せを掴んでしまった。

　昨日は、独身として共に残っていた同期の結婚式だったのだ。

　もちろん笑顔で祝福した。心では猛烈に寂しさを感じつつ滝のように涙を流していたとしても。

　私だって、皆と同じように結婚のビッグウェーブに乗っかるつもりでいたのだ。

　一年前までは彼氏がいたし、良好な関係を築いていた。何より私は彼に尽くしていたと自負している。

　年齢もお互い二十九歳。三十路を目の前にしている二人は、このまま結婚に向かって進んでいく。私はそう信じて疑わなかった。

　しかし、そう思っていたのは私だけだったのだ。

　彼の浮気現場を偶然目撃してしまった私は、平手を一発お見舞いしてやった。当然の権利だ。

　彼には相当尽くしてきた。それなのに、なんなのだ。この仕打ちは。そう言って彼を責めた私に対し、あの男は悪びれもなく言い放ったのである。

『俺だって、お前みたいなお高くとまった女なんて願い下げだね。お前といると、息が詰まるんだよ。別れられて清々せいせいするわ』

　そんな捨て台詞を浴びせられたのだが、今ならそんな捨て台詞に強気で「どちらが悪いのか、もう一度よく考えて物を言え！」と、言えただろうが、あのときの私はあまりのショックに言葉が出せなかったのだ。

　今となれば、そんな男と未来を歩かずに済んでよかったと心底ホッとしている。

　だが、あの男の言い草が今も尚、私の心に置き去りのままだ。

　私の頑丈な外面のせいで、彼に自分の気持ちが伝わっていなかったのだろう。すべてを曝け出すことができなかった私の落ち度だったのかもと、今では思っている。

　それは心の枷となっているようで、次の恋に踏み出す勇気が持てない。

　いや、勇気うんぬんの話だけではない。

　出会いが全くなく、恋どころの話ではなくなってしまったのだ。

　数年前までは出会いのきっかけとして合コンがよく行われていたのだが、女性同期、そして友達は全員結婚をしてしまったために合コンに誘われることがほとんどなくなってしまったからである。

　気がつけば、すでに三十歳になっていた。とはいえ、今のこの時代だ。そんなに慌てなくても大丈夫だと思いたかった。

　だが、残念ながら私の周りは皆が皆、結婚をして幸せな笑顔を振りまいている。

　そんな彼女たちを見ていたら、慌ててしまうのも無理がないだろう。

「もう……私には女としての価値がないのかなぁ」

　誰に言うわけでもなく、ただ独り言をポツリと呟く。

　どれほど泣き言を言ったとしても、波の音できっと誰にも聞こえないはず。

　もともと海に人が少ないからこそ、こんな情けないことでも口に出せるのだ。

　普段の私なら、絶対にこんな弱気な発言はしないだろう。周りの目を気にして、メソメソできないからだ。

「このまま、誰の目にも留まらずに……一人余生を過ごすことになるのかしら」

　余生と言っている時点で、これからの人生に諦めの色が濃い。そんな自分の発言に、力なく笑う。

　ザザァーと波が打ち寄せる音が聞こえ、そのあとゆっくりと波が引いていく。

　何度も何度も同じように波が打ち寄せる様を見つめていると、ますます弱い心がひょっこりと出てきてしまう。

「……一人は嫌だなぁ、寂しいもん。これからの人生、一人で生きていく自信がない」

　結婚だけがすべてではない。仕事にバリバリ打ち込み、お一人様を謳歌するのも立派な人生だ。

　きっと今の私になら、そんな人生を送ることができるだろう。

　しかし、会社ではデキる女を前面に押し出していても、昔から結婚願望は強い方だ。

　いずれは愛する人と結ばれ、そして子供を産み育て、老後は旦那様と二人でのんびり仲良く暮らす。そんな結婚に、ずっとずっと憧れを抱いていたのである。

　恐らくだが、人よりその願望は強いんじゃないかと思う。

　それなのに、なかなか次の恋は私に舞い降りてくれない。昔からの夢を達成するには、ほど遠い現実である。

「このまま……海に流されちゃおうかなぁ」

　あまりに弱気な発言をしてしまった。私は、慌てて頭を何度か振る。

　かなり自暴自棄になってしまっている自分に苦笑しかない。

　今回、休暇をもぎ取り実家に帰ってきたのは、リフレッシュしたいと思ったからだ。

　それなのに、いつまでもウジウジしていたら元もとの木阿弥もくあみ。なんのためのリフレッシュ休暇だ。

　慌てて恋をしたって意味がない。それはわかっているのに、どうしても慌ててしまう自分がいた。

　だからこそ人生を見つめ直す必要があると考えた私は、実家に帰ってきたのだ。

　これは前向きな帰省だったはず。それなのに、こんなに鬱々としていたら、自分の人生を見つめ直すなんてできないだろう。

「ああ、やめやめ!!　海に入ろう。二股かけて私を捨てた男なんて忘れてやる！」

　気分転換のために海にやってきたのだ。

　それも、普段では絶対に着ないであろう大胆なビキニ姿。いつもの自分とちょっとだけ変わりたくて選んだビキニだ。せっかく着たのだから、海で泳がなければ損だ。

　あと数日で今年の海水浴場も終わるはずだから、思いっきり楽しんでしまおう。

　着ていたパーカーを脱いで水着姿になると、すぐさま海へと向かった。

　人が少なめだとはいえ、この大胆なビキニをおおっぴらに見せるほど自分の身体に自信があるわけではない。それなら、さっさと海に入った方が人の視線から逃れられる。

　そそくさと海に入ると、先ほどまでジリジリと肌を焼いていた日差しから逃れられて気持ちがいい。

　プカプカと浮いているのも気持ちがいいが、久しぶりに少し泳いでみようか。

　子供の頃からよく泳いでいた海だ。久しぶりとはいえ、泳げるはず。

　その考えが過信だと気がついたのは、泳ぎ始めて少し経った頃だった。

（う、うそ……足がつった？）

　砂浜よりだいぶ離れた沖で、自分の足に激痛が走ってしまい青ざめる。

　子供の頃の体力と今の自分の体力を見誤ったせいだ。最近、運動不足だったことも否めないだろう。

　足はつって痛いが、頑張って泳げば岸に上がれるはずだ。

　そう思って泳ぎ出したのだが、思った以上に潮の流れが速くて流されてしまいそうになる。

　足の痛みは未だに治まらない。このままでは、かなりマズイ状況になってしまう。

　ジタバタと暴れてみても、誰も私に気がついてくれない。

「あっ……」

　スーッと海の底へと落ちていく感覚。身体の力が抜け落ちていくのが自分でもわかった。

　このままではヤバイとわかっていても、身体は波に流されてしまう。

　諦めの境地に至るのに時間はかからなかった。

　人間弱っているときは、自暴自棄になってしまうようだ。もう、どうだっていい……。

　弱い心に打ち負けてしまいそうな、そんなときだった。

「大丈夫か!?」

「……っ」

　腰にくるような、バリトンボイス。

（ああ、神様。ありがとう……!!）

　気が遠くなりながらも、私はいるのかどうかわからない神に感謝した。

　死ぬ前に、素敵な男性の声が聞けただけ儲けものだ。

　きっと私は現世でしっかりと生きてきたから、神様が最後にいい思い出をくれたのだろう。

　バンザイ、現世の私。そして、来世の私、こんにちは。

　明らかに私の頭は混乱を極めているようだ。夢か現か彷徨っていると、唇に熱く柔らかい感触がして欲しかった空気が肺に入り込んでくる。

　ゲホゲホと激しく咳き込んだ私は、意識が戻ったことに気がついた。だが、身体が重すぎてなかなか起き上がることができない。そんな私に、その男性は厳しい声で言葉を吐き出した。

「バカが！　危なっかしいとは思っていたが、まさか自殺しようとしていたなんて」

　私の身体をガッシリと抱きしめてくるその男性の熱を感じ、何もかも彼に縋ってしまいたくなった。

　先ほどまで冷たくなっていた身体は、再び太陽の熱に照らされたようで熱くなる。

（眩しい……）

　身体に彼の体温、そして砂の感触を感じる。どうやら私は、砂浜までこの男性に運んでもらったようだ。

　その男性は私から一度離れ、どこかに電話をし始めた。

　光に導かれるままに重たい瞼を、ゆっくりと開けてみる。だが、なかなか視点が定まらない。

　ゆらりとした視界の中、私の目に飛び込んできたのはキレイで尚且つ鍛え抜かれた身体だった。

　ガチムチのマッチョではなく、ほどよく筋肉がついていて均整の取れた美しい身体。

（あ、セクシー……）

　男性の腰の辺りにある二つの凹み。そして、右腰辺りにはセクシーなホクロが一つ。それが言いようもないほど優艶だ。そこだけは、キッチリと目に焼き付けた。

　だが、残念なことに、私の記憶はそこから潮が引くようにゆっくりと消えていってしまう。

　もう少しだけ、このバリトンボイスとキレイな身体を拝んでいたいのに……。

「アンタを裏切った男のために、命を捨てるバカがどこにいる！」

　ああ、私を助けてくれた男性が怒ってくれている。私がさっき砂浜で愚痴っていたのを聞かれていたのだろう。

　でも、あんな元彼のために命なんて捨てるものですか。そう反論したいのに、男性の声はどんどんと遠くなっていく。

「その男を見返すためにも、アンタは生きるべきだ」

　うん、私もそう思う。だけど、もう……私は貴方の問いかけに頷く気力がない。

　何かをまだ男性は言っていた様子だったが、そこで私の意識はぷっつりと途切れてしまった。

　そして、次に気がついたときには病院のベッドの上。一番に視界に飛び込んできたのは、家族の顔だったのだ。

「あれ？　みんな、どうしてここにいるの？」が第一声だった私に、家族たちは非難囂々ひなんごうごうだった。

　心配して飛んでくれば気の抜けた言葉を発する娘に、心配を通り越して怒りが込みあげてきたようだ。

　お小言を大人しく聞いたあと、助けてくれた男性のことを家族に聞いたのだが、一同に首を横に振られてしまった。

　なんでも病院から連絡が来て急いで駆けつけてくれたようなのだが、私を助けてくれたという男性はすでにいなかったという。

　彼が海から私を救出し、救急車を呼んでくれなかったら今頃どうなっていたのだろう。

　多大な迷惑をかけてしまったこと、そして助けてくれたことへのお礼を言いたかったのだが、どこの誰かわからないのなら仕方がない。

　私が覚えているのは、男性の魅惑的な腰にあった二つの凹みとセクシーなホクロ。そして、均整の取れた素晴らしい身体。それも後ろ姿のみ、だ。

　声もとても素敵だったはずなのに、どうしてだか思い出せない。かなり朦朧としていたせいだろう。

　しかし、どうして顔を見ておかなかったのだろうと悔やまれる。身体ばかり見ていなければ顔を見る余裕ぐらいあっただろう。だが、自然美と呼ぶに値するその身体を見たいという欲求には勝てなかった。

　海で溺れてしまい意識が朦朧としていた私にできた行動は限られていたと思うが、欲求に忠実な自分に苦笑してしまいたくなった。

　それからだ。素敵な身体の持ち主に視線が向くようになったのは。

　だが、如何いかんせん。男性の顔がわからずじまいなので、海で助けてくれた彼を見つけ出すことはなかなかに困難だ。

　方法としては、ただ一つ。

　あの男性と同じ背格好の人を見つけ出し、腰えくぼとホクロがあるかチェックするしかほかないだろう。

　しかし、通常生活を送っていて腰を見る機会など皆無だ。

　めぼしい身体の持ち主に「スミマセン！　シャツを上げて腰を見せていただけませんか？」などと聞いたら、痴女確定間違いなしである。

「また……会いたいな」

　誰もいない資料室に、私の声だけが響く。

　あのときの私は、別に自殺をしたかったわけじゃない。ただ、海で泳いでリフレッシュしようと思っていただけだ。

　だが、結果的には助けてくれた男性には自殺に見えてしまったのだろう。

　あのときの男性の言葉――その男を見返すために、アンタは生きるべきだ――を聞いて、フッと心が軽くなっていたのは確かである。

　ウジウジしていても仕方がない。一歩を踏み出そう。そんな前向きな気持ちにさせてくれた男性に、もう一度会いたい。

　どうやったら彼に会えるのか、今の段階ではわからない。だが、希望を持っていれば、いつの日か会える日が来るかもしれない。

　そんなことを願いつつ、あの男性に似た身体の男性をチェックしているのだが、すでにひと月が経ってしまった。

　実家と、今の私の生活圏内は車で二時間弱だ。同じ県内とはいえ、離れすぎている。

　やっぱり、彼を探すのは困難なのだろうか。

「もう、会えないのかもなぁ……」

　寂しい気持ちが込みあげてきても、彼と会うための方法が思いつかない。

　盛大にため息をついたあと、ファイルを片手に資料室をあとにした。
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　今週の仕事をすべて終わらせた金曜日の夜。現在、私はかなり場違いなところにいる。

　絶対に私はお呼びではないはず。早々に撤収したい。

　ニコニコと愛想笑いをしながら、私は内心ため息をついた。

　仕事終わりにやってきたのは、モダンでオシャレなダイニングバー。

　今日はここで若者たちの合コンが行われている。そう、若者たち……。

　私より若い会社の後輩たちが、新しい出会いを求めて合コンを開いているのだ。

　一応、男性陣は私と二歳差らしいので二十八歳なのだが……女の子たちは私より五つは年下である。完全に私は添え物であろう。

　私はお呼びではないと思うのだが、主催者の後輩に泣きつかれてしまい参加せねばならなくなってしまったのだ。

『清田さんが来てくれないと、困ります。清田さんが参加するなら行くって言っている男性がいるらしいんです。お願いですから、参加してください!!』

　などと泣きつかれてしまったら、嫌とは言いづらくなってしまったのだ。

　恐らく、人数が足りなくて困っていたから、あんなふうにヨイショしてきたのだと思う。

　とはいえ、さすがに私だけ歳が上過ぎるだろう。

　だからこそ、今日は大人しく世話焼き係に徹しようかと思っていたのだが、周りが私に気を遣ってしまい、それどころではない。

　キレイ系お姉様を演じるために大人でおしとやかな笑みを浮かべているが、すでに頬が引き攣つってしまいそうだ。早く退散したい。

「さぁ、清田さん。何を呑まれますか？　チューハイ？　カクテル？」

「そうね……。じゃあ、ピーチサワーで」

「清田さん、甘いお酒が好きなんですね！　キレイ系お姉様の清田さんは、格好よく辛口のお酒が好きなのかなぁと思っていたんですけど」

「そう？　そんなイメージがあるの？」

「ははは。でも、意表を突いてきていい感じです。かわいい清田さんもいいですね！」

「ありがとう」

　うふふ、と愛想笑いをしながら運ばれてきたピーチサワーに口をつける。うん、甘い。

　目の前の彼が言う通り、私は辛口のお酒の方が好きだ。ええ、スミマセン。かわいく見せたくなって意地を張って甘いお酒を注文してしまいました。

　ますます帰りたくなるのをグッと堪えていると、目の前が空席だということに気がつく。

「あら？　誰か遅刻しているの？」

「ああ、はい。仕事が忙しいみたいで」

「そうなんだ……」

　私たちの会話を聞いていたらしく、他の男性陣たちも口を揃える。

「広瀬ひろせ、何してるんだろう？」

「本当にな。清田さんとお近づきになれるチャンスを棒に振ったなぁ。広瀬、清田さんが出席するなら俺も行くって言い出したのに」

　口々に言う彼らに、私は顔を引き攣らせて空笑いをする。

　はいはい、ヨイショはそれぐらいでいいから。私はキレイなお姉さんを演じながら聞き流す。

　そこから私はすっかり黒子くろごに徹して、後輩女子たちの恋を応援するお姉さん役を買って出た。

　引っ込み思案な子には、なんとか場を持たせてあげたり、いい雰囲気になりつつある二人がいれば、それとなく二人きりにさせてあげたり。

　私の努力の甲斐があったのか、私を除いた合コン参加者たちは見事カップル成立。

　人の恋路を応援している場合ではないのだが、生粋の世話焼き心に火がついてしまった。

　今回の合コンに初めから私はお呼びではなかったのだから、この結果は当然だろう。

　しかし、独り身を余計に痛感させられてしまい、悲しくなった。

　盛り上がった彼らは、これから二次会に行くらしい。

　一応、私も誘われたが、さすがに二次会まで行くつもりはない。お姉さんは、ここで君たちの門出を祈ることにしよう。

　一次会の会場を出た私は、二次会に繰り出すカップルたちに手を振ったあと、視線を落としてパンプスを見つめた。

　このパンプスはお気に入りの一足だ。大事な企画プレゼンの会議に履いたりする、縁起のいい物である。

　しかし、残念ながら色恋沙汰に効力は発揮できないらしい。今夜のことで、少々ケチがついてしまった。

　ふぅ、と小さく息を吐き出したあと、駅へと向かおうとした、そのときだ。

　私の視界に男物の革靴が目に入る。慌てて顔を上げると、一人の男性が息を切らしながら私の肩を掴んできた。

「もう、合コンは終わってしまいましたか？」

「え？」

　突然そんなことを聞かれて、頭の中は疑問でいっぱいになる。

　その男性は、かなり焦ってここまで来たのだろう。肩で息をしているし、髪も乱れてしまっていた。

　しかし、なかなかのイケメンである。

　黒縁眼鏡の下には、切れ長で尚且つ目尻がつり気味の目。スーッと筋の通った鼻梁。シャープな顎のラインはセクシーさも感じられる。

　少しだけ長めの黒髪だが、堅い雰囲気がある彼にはとてもよく似合っていた。

　理系っぽい雰囲気の男性ではあるが、とても洗練された体つきをしている。スーツを脱いだら、きっと鍛え抜かれた身体が現れるに違いない。

　それこそ、海で私を助けてくれた男性――腰えくぼとホクロを持つ男性――のようなプロポーションが服の上からでもわかり目が釘付けになってしまう。

　何か言いたげな様子の男性を見て、ようやく我に返った。

　そこで、先ほどの会話を思い出す。そういえば、一人だけ遅刻してしまった人がいたはずだ。

　彼らは遅刻している彼を〝広瀬〟と呼び捨てにしていたので、恐らく彼らと同じ年、もしくは後輩なのであろう。

　となれば、私より年下のはずなので、〝くん〟呼びで問いかけてみる。

「もしかして、広瀬くん？」

「はい」

　どうやら、今回の合コンに参加予定だった男性が、ようやく店に辿り着いた様子だ。

　しかし、残念ながら合コンは終了してしまった。それも、私を除く参加者はすべてカップル成立してしまったのである。

　そのことを伝えようかとも思ったが、やめておいた。それより彼は、参加メンバーを探しているのかもしれない。

　とりあえず、彼らが二次会に繰り出してしまったことは伝えた方がいいだろう。

　私は、合コン参加者たちが向かった先を指差した。

「みんなは二次会に繰り出して行ったわよ？」

「……」

「つい先ほど、ここで別れたばかりだから。急いでいけば、追いつけると思うわ。私でよかったら、幹事の子に連絡をつけようか？」

　カバンから携帯を取り出そうとしたのだが、それを広瀬くんに止められる。

「いや、いいです」

「……いいの？」

　首を横に振る彼に再度聞いたのだが、「いい」と断られた。

　確かに今から合流しても、成立したてのカップルの中に入り込むのは難しいだろう。

　カバンに突っ込んでいた手を取り出すと、広瀬くんはようやく掴んでいた私の肩を離してくれた。

　ホッと安堵した私を、広瀬くんは真摯な瞳で見下ろしてくる。

「今日、俺が参加しようと思ったのは、清田さんが来るって聞いたから」

「え？」

　そういえば、と思い出す。合コンメンバーの男性陣が、そんなことを言っていた。

　あのときは、私のことをヨイショするために言ったのだろうと流していたが、本当だったのだろうか。

　瞬きをして広瀬くんを見つめていると、彼は慌てた様子でジャケットの内ポケットから名刺ケースを取り出した。

「申し訳ない。自己紹介が遅れました。決して怪しい者ではないので、そこは安心してください」

　そう言って名刺を差し出してきたので、慌ててそれを受け取る。

　そこには『Ｃ自動車エンジン開発部、プロジェクトリーダー広瀬健二けんじ』と書かれてあった。

　メディア戦略部があるオフィス棟とエンジンの開発が行われている開発部オフィス棟とはかなり離れているので、社内で顔を合わすことは稀まれだ。

　お互いの部の社員については、顔も知らないことはザラである。

　それに、仕事内容一つ取っても、全く関わりのない部署同士だ。面識があるわけがない。

　しかし、どこかで私は彼に会ったことがあるような気がして仕方がないのだ。

　もし、面識があれば、こんなに素敵な身体の持ち主のことを忘れるわけがないはず。

　それに、何かがひっかかっているのだ。

　やっぱり広瀬くんは、魅惑的な腰えくぼとホクロを持つ男性と身体つきがよく似ている気がする。

　助けてくれた男性にあまりに会えないから、私の希望的観測かもしれない。

　そんなに都合よく、あのときの男性に会えるわけがないだろう。期待しておいて、もしも違っていたらショックが大きい。

　日が経つにつれ、あのときの記憶が薄れていってしまっている気がする。だからこそ、助けてくれた彼と広瀬くんが同一人物だとは断言できない状況だ。

　小さく息を吐きつつ落胆を隠しきれない私の顔を、広瀬くんは腰を屈めて覗き込んでくる。

　急に二人の距離が縮まって心臓に悪い。私はビックリして仰け反ってしまった。

　慌てふためく私を見て、広瀬くんは真顔で聞いてくる。

「二次会には行くんですか？」

「え？　いいえ。私は、二次会には参加せずに帰るつもり。実は、今回は全員カップル成立したの。だから、お邪魔虫は退散しようと思って」

　広瀬くんから頂戴した名刺をカバンにしまったあと、自分の名刺を取り出した。

　素性の知れない男性に名刺を渡したくはないから警戒していたが、広瀬くんは同じ会社の仲間だ。それなら大丈夫だろう、と私は彼に名刺を差し出す。

「清田亜沙子です。って、私のこと知っていたんだよね？」

　彼は、私が合コンに出席するという話を聞きつけて参加を決めたと言っていた。ということは、前々から私の存在を知っていたということだ。

　仕事でも全く顔を合わさない部署同士である。それなのに、どうして私のことを知っていたのだろう。

　不思議に思って彼を見上げると、広瀬くんは小さく笑う。

　その笑い方は先ほどまでの彼とは全く雰囲気が違っていて、なんだか素朴な感じに好感が持てた。

「ええ。清田さん、有名ですし」

「え？」

「キレイ系お姉様って……。それも仕事がデキるって、よく聞きますから」

「……」

　そんなところにまで私の噂が流れ着いていたというのか。

　悪い評価ではないが、ますます偽りの仮面を被っていなくてはいけないのかとため息を零したくなる。

　ふと視線に気がついて顔を上げると、広瀬くんがジッと私を見つめていることに気がついた。

　その視線には、なにやら意味が込められているように感じて胸が躍ってしまう。

　なんだか恥ずかしくて居たたまれなくなり、視線をサッとそらす。

　すると、彼に小さく笑われた気がした。なんだろう、メチャクチャ恥ずかしい。

　私たちを取り巻く空気を変えたくて、私は小さく咳払いをした。

「えっと、私はこれで帰ります」

「じゃあ、家まで送ります」

「え？」

　驚いて再び広瀬くんを見ると、まん丸な目をした私を見て眉を下げた。

「と、言いたいところですが。同じ会社の人間だとはいえ、ほとんど初対面の俺には送られたくはないでしょう」

「えっと……」

　その通りだが、さすがに本人を目の前にして頷けない。

　曖昧に答えを濁すと、広瀬くんは表情を緩めてほほ笑んでくる。

「ですので、駅までは送らせてください」

「……いいの？」

　これだけ紳士な対応を見せてくれる年下の男性に、これ以上警戒するのも申し訳ないだろう。

　戸惑いつつも返事をすると、彼は小さく頷いた。

「ええ。では、行きましょうか」

「あ、はい」

　ここから駅までは徒歩で十分程度。それなりに人の通りもある道を歩いていく。

　彼とは身長差がある。彼の足の長さを見るだけでも、歩幅が違うのは一目瞭然だ。

　それなのに歩調が一緒だということは、彼が私に合わせてくれているのだろう。

　先ほどのやり取りも紳士的だったが、今も尚、彼は私に気を遣ってくれている。

　久しぶりに女性扱いをされていると思うと、嬉しくなってしまう。

　チラリと隣を歩く広瀬くんに視線を向ける。だが、彼に見つかってしまったら恥ずかしいので、あくまでこっそりと。

　やはり、魅力的な身体の持ち主だ。あの日、溺れてしまった私を助けてくれた男性と同じような背格好の彼を見て、ドキドキと胸を高鳴らせる。

　舐めるように彼の身体を見てしまうのは不躾ぶしつけな行為だとわかっていても、止めることができない。

　そして、私の視線が最後に行き着いたのは、彼の腰の辺り。

　あの腰に二つの凹みとホクロがあれば……広瀬くんが、あのときの彼と同一人物だということになる。

　見ることさえできれば、私は探している男性かどうかを判別できると確信している。海で溺れたあのときの私の観察眼を侮るなかれ、だ。

　だが、いきなり「腰の辺りに二つの凹みとホクロがありませんか？」などと聞けるはずもない。

　そもそも広瀬くんは、残念ながらあのときの彼ではないのだろう。

　もし、魅惑な腰えくぼとホクロの持ち主だったとしたら、ひと月前のことを話題に出してくるはずだ。

　それが全くないということは、やはり他人のそら似なのだろう。

　落ち込む気持ちを抱きながらも、どこかでまだ期待している私は往生際が悪いかもしれない。

　それにしても、あのときの男性の顔を見なかった自分に、今更ながらに後悔が込み上げてくる。

　顔を確認していれば、もう少し彼を探す手立てがあったはずなのに。

　ジッと広瀬くんの腰の辺りを見つめて後悔に苛まれていると、彼が声をかけてきた。

「清田さん」

「は、はい！」

　彼の身体をジッと見つめすぎていただろうか。視線を泳がせつつ広瀬くんの横顔を見つめる。

　すると、彼は先ほどとは打って変わり厳しい表情をしていた。そのことに驚いてしまう。

「広瀬、くん？」

　オロオロする私に、広瀬くんはまっすぐ前を見たまま私に質問をぶつけてきた。

「合コンに参加されたのは……恋人が欲しいと思ったからですか？」

「えっと……今日はたまたま後輩ちゃんに泣きつかれちゃって、致し方なく」

「致し方なく、ですか」

「ええ、そうよ」

　なかなかに直球な質問が来た。だからこそ、今日出席した理由を素直に話したのだが、彼はもっと深いところを聞いてくる。

「恋人を作る気はないんですか？」

　これにはどう答えたらいいのだろう。私は考えあぐねてしまう。

　確かに、恋人は欲しいと思っている。元彼と別れて、かれこれ一年が経過。そろそろ新しい恋をしたいと願っていることは確かだ。

　ひと月前までは、漠然と恋がしたいと思っていた。だが、海での一件以降、どうしても私を助けてくれた魅惑的な身体の持ち主である男性を探してしまう。

　記憶が薄れてきてしまっていてなかなか思い出せない声と、魅惑的な身体。そして腰にある二つのえくぼと小さなホクロ。それだけしか手がかりがない男性に、私は恋をしてしまったのかもしれない。

　だって、他の男の人を見ても恋に発展しそうなときめきを全然感じないのだ。

　海で溺れてしまった私の、心も身体も救ってくれた男性に会いたいと願ってしまう。

　恐らく、あのときの男性に会って想いを昇華しない限り、他の人を好きになれない。そんな予感がしている。

　広瀬くんの話しぶりを聞いていると、自惚れでなければ私のことを少なからず想ってくれているように思う。

　だが、彼の気持ちには応えられないだろう。どうしたって、私を助けてくれた男性の身体が脳裏にチラつくからだ。

　間違いなく魅惑的な腰えくぼとホクロの持ち主を意識しているのだろう。

　私からの返事に期待を持っていそうな広瀬くんに、私はキッパリと答えた。

「ないわねぇ」

「ない……ですか」

「うん。と、言うか……今の私は、ある男性のことで頭がいっぱいなの。その人には告白はできなくても、好きなの」

「……」

「好きな人がいるから、合コンには参加したくなかったのよ。でも、泣きつかれちゃってね」

　曖昧に笑った私だったが、ハッとして身体の動きを止めた。

　隣に歩いていた広瀬くんが、とても厳しい表情で私を見つめていたからだ。

　ドクン、と大きく胸が音を立て、身体が硬直してしまった。それほど、広瀬くんからの視線が冷たく感じられたのだ。

　もし、私に好意を抱いてくれているのなら、がっかりしたり落ち込んだりするはず。

　それなのに、今の彼からは怒りの感情しか感じられない。

　どうして、そんな顔で見つめられなければならないのだろう。

　それも、私たちは初対面も同然のはず。それなのに、なぜ――。

　疑問に思いつつ少々の苛立ちを覚えた私だが、あまりに広瀬くんの目力が強すぎるせいで何も言えない。

　ググッと押し黙る私に対し、彼は静かに、でもそこには確かに怒りの感情が込められた声で何かを呟いた。

「まだ、諦めきれないんだ」

「え？」

　何を言ったのか聞き取れず、もう一度聞き返したのだが、彼は何も言わず私をジッと見つめるだけ。

　重たい空気が辺りを包んでいるように感じて、それ以上は何も言えなかった。

　広瀬くんは何か言いたげにしていたが、「行きましょうか」と再び駅へと向かい足を動かし始める。

　私も彼のあとに続いたのだが、そのあとはずっと無言。二人は重たい空気を纏ったままだ。

　黙々と歩く広瀬くんにチラリと視線を向けるのだが、彼はまっすぐ前を向いたままで私の方を見ようとはしない。

　彼の希望通りの答えが返ってこなかったから、怒っているのだろうか。

　だけど、こちらとしてはとばっちりだ。別に私が誰を好きであろうと、誰にも迷惑はかけていない。

　私に気持ちを寄せてくれていたとしたら、広瀬くんにはキツイ言葉だったのかもしれない。だが、好きな相手が自分ではない違う人を想っていると知って怒り出すのもどうかと思う。

　あれこれ考えていたら腹が立ってきた。知らず知らずのうちにヒールの音が大きくなってしまう。

　それっきり、私は広瀬くんのことを一切見ず、ただ駅に向かって足を動かした。

　ようやく駅が見えてきて、ホッと胸を撫で下ろす。この重苦しい雰囲気ともおさらばだ。

　広瀬くんとは今後会うことはないだろう。もし、会社ですれ違っても赤の他人。素知らぬふりをして通り過ぎればいい。

　お互い同じことを思っているはずである。

「じゃあ、ここで。送ってくれてありがとう。それでは」

　永遠にさようなら、という言葉を呑み込んだ私は、キレイ系デキるお姉様の仮面を被っていただろう。習慣は恐ろしい。

　広瀬くんの返事を待たずに彼に背を向けると、足早に改札へと向かう。

　カツカツとヒールの音を立てながら、さっさとこの場を退散した。案の定、彼は何も言わないし、追いかけてもこなかった。それが、答えなのだろう。

　それにしても、彼にはがっかりしてしまった。

　最初こそ紳士な振る舞いをしていた彼に、初対面とはいえ少しだけ心を開いていた。

　それも、少々恋愛枯れ気味な私に好意を寄せているような言葉をかけてくれたのだ。

　少しだけドキドキしてしまったのに、私が彼の気持ちに添えないとわかると手のひらを返したように冷たくなってしまった。それが大変残念だ。

　紳士なら紳士らしく、最後まで貫き通してほしいものである。

　イライラした気持ちを隠しつつ颯爽とその場をあとにするのは、私のプライドだ。広瀬くん、ありがたく思いなさい。

　それでも心の中ではモヤモヤしたままの私は、必然的に歩調も速くなる。

　あと少しで改札だというとき、いきなり背後から誰かに抱きつかれてしまった。

　思わず叫び声を上げようとしたのだが、耳元で囁いてきた声を聞いて足を止める。

「待てよ」

「っ！」

　その声は、さっきまで私に怒りの視線を向けていた広瀬くんだった。

　まさか、私に悪態をついた彼が抱きついてくるなんて思ってもおらず、その場に立ち尽くしてしまう。

　先ほどの彼とは別人のようだ。甘ったるく、それでいて低く魅惑的な声に腰が震えてしまう。

　ギュッと心臓が鷲づかみされたようにキュンと切なく鳴り、何も言えなくなった。

　だが、広瀬くんの意味不明なアプローチはなおも続く。

「なぁ、亜沙子」

「!!」

　先ほど初めて顔を合わせたばかりだというのに、いきなり呼び捨てだ。

　背後から抱きしめられてドキドキしていると、広瀬くんに再び耳元で囁かれてしまう。
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「俺は……アンタを放っておけない」

「え？」

　どういう意味だろう。

　広瀬くんに心配してもらう理由が見当たらない。どうして彼は、突然そんなふうに言ってきたのか。

　私は、広瀬くんではない、他の男性を想っているとしか言っていないはずだ。

　その想っている男性が、見ず知らずの顔もわからない人だとは伝えていない。

　となれば、心配されるようなことなどないと思うのだが……。

　意味がわからず戸惑って彼の名前を呼ぶと、なぜか彼はギュッとキツく抱きしめてきた。

「アンタが元気なら、誰を想っていてもいいと思っていた」

「広瀬くん？」

「だけど……。本当、見ていてハラハラする」

「え？　え？」

　広瀬くんにそこまで心配されるような出来事は、今この短時間では決してなかったはずだ。

　ますます謎が深まる中、広瀬くんの声はどこか真剣味を帯びていく。

「俺は諦めないから」

「え？」

「亜沙子のこと、諦めない。決めた」

「えっと……？」

　どうしたらいいのかわからず、ただただ彼の腕の中に収まったままだ。

　紳士然から、いきなりワイルド系な態度に変わった広瀬くんに、頭の中が真っ白になってしまって追いつかない。

　それに勝手に決意されても、困ってしまう。言葉にならない声を出してパニックになっている私に、彼は甘く囁く。

「好きだ、亜沙子」

「っ!!」

　心臓が異様なほどに高鳴る。ドクドクとけたたましい音を立てて、息ができない。

　しかし、それだけでは終わらなかった。

　広瀬くんは私の顔を覗き込むようにして、そして――こめかみ辺りに、柔らかな感触が……。

「な、何するのよ!!」

「キス」

「っ！」

　慌てて彼の腕を振りほどき、私は背の高い広瀬くんを睨み付ける。

　だが、真顔で返事をしてくる彼に、こちらが言葉を詰まらせてしまった。

　唖然としていると、広瀬くんは再び顔を近づけてくる。危機感を覚えた私は、咄嗟に首を引っ込めた。

　しかし、敵もさるものながら、さらにその上をいく。

　私の背中に腕を回し、彼に引き寄せられてしまったのだ。

　あ、と思った瞬間、今度は唇の際に唇を押しつけられてしまった。

　唇と唇じゃない。だから、キスじゃない。そう反論したいところだが、唇の際にされてもキスはキスだ。

　慌てて広瀬くんから飛び退きつつ、唇を押し当てられた場所を手で覆う。

「一度だけでなく、二度も……!!」

「三度だけどな」

「え？」

「なんでもない」

　彼は数も数えることができないのか。これ以上ないというほど、私は顔を歪めた。

　私と広瀬くんが顔を合わせて、恐らく十五分ぐらいしか経っていない。そんな短時間にキス二回をぶっこんできたのだ。

　広瀬くんは数え間違えているが、間違いなく二回もキスをされた。

　それもお互い初対面、赤の他人も同然である。それなのに、普通キスをしてくるだろうか。いや、しない。キスするなんてあり得ない。絶対にしないはずだ。

　怒りに震える私だったが、彼の顔を見ていたら怒りが消えてしまった。

　ジッと私を見下ろす、その目は慈愛に満ちていてキレイだ。それに、彼からは私をとても心配している様子が窺える。だからこそ、なぜか毒気を抜かれてしまったのだ。

　抗議してやろうと考えていた言葉の数々は、彼の表情を見ていたら口に出すのも謀られた。

　口を噤んでいると、広瀬くんはどこか切なさを滲ませた声で言う。

「不毛な恋なんてさせない」

「は……？」

「俺に、恋しておけよ」

「な……っ!?」

　不毛な恋とは失礼な。確かに、顔は覚えていない上に、彼の声も月日が過ぎるごとに薄れてきてしまっている。そんな探すのも困難な相手を心は求めている。

　手がかりは、魅力的な身体と腰えくぼ、そして右腰にあったホクロのみ。確かに端から見れば、不毛な恋をしているように見えるのかもしれない。

　咄嗟に反論はできなくて口ごもっていると、広瀬くんは私に近づいて頭を引き寄せてきた。

「俺のこと、好きだって言わせてみせる」

「広瀬くん？」

「俺だけを見ていろ」

　それだけ言うと、彼はすぐさま私を解放した。

　気をつけて帰れよ、と一言だけ残すと、広瀬くんは私に背を向けて去って行く。

　どんどん遠ざかって彼の背中が見えなくなったとき、ようやく我に返ることができた。

　時間にして数分。だが、濃密すぎる時間の流れに困惑しか生まれてこない。

「どういうことよ、これ」

　何もかも意味がわからない。広瀬くんの言動も、行動も、何もかも全部意味不明だ。

　一人ぽつんと残された私は、行き場のない感情を抱えてしまう。

　それにしても怒濤の数分間だった。それだけは確かだ。

　広瀬くんの発言の数々は、謎めいたものばかりで未だに理解できずにいる。

　それに、『俺だけを見ていろよ』という発言は、私のことを諦めないという宣言なのだろうか。

　彼にしてみたら、私は〝不毛な恋〟をしているらしいから、その恋から助け出そうという正義感からかもしれない。だが、全くもってお節介だ。

「だけど、どうして不毛な恋なんだろう？」

　彼は私が海で溺れたことも知らなければ、助けてもらった男性の顔を覚えていないことも知らない。何もかもを知らないのだ。

　それなのに、どうして不毛な恋などと言い出したのだろう。

「ま、お節介野郎だってことだけは判明したわね」

　広瀬くんが唇を押しつけてきた唇の端を手の甲でゴシゴシと擦って拭う。

　私が彼に言えることは、「勝手にキスしてくるな！」ということと、「二度と目の前に現れるな！」というこの二点だ。

「でもまぁ……。会社で会うこともないでしょう」

　とにかくメディア戦略部と開発部とはオフィスが離れている。会う機会など滅多にないはずだ。

　そう思って安心しつつ、それでもモヤモヤしながら帰路についたのだが……。

　次の日からもう会わないはずだった広瀬くんが、頻繁に私の前に姿を現すようになったのである。

「亜沙子」

「ゲッ!!」

　広瀬くんの登場に驚いて、持っていた定食のトレイを落としそうになってしまった。

　今日で連続五日目だ。なぜに開発部の人間が、この食堂にいるのか。

　今日の日替わり定食のトレイを手にした広瀬くんが、私を待ち伏せていた。

　私が所属しているメディア戦略部など、事業に関わる部署があるオフィス。そして、広瀬くんがいる開発部などの設計に携わる部署があるオフィス。

　これらのオフィスビルはすべて離れている上に、敷地内の隅と隅にある。

　ついでに言えば、各オフィスビルに食堂はある。そこで昼食を済ませれば、わざわざ私がいるオフィスビルに来る必要はない。

　なので、私と広瀬くんは食堂で顔を合わせる機会は皆無のはずだ。

　しかし、あの日以降。彼は毎日遠く離れたオフィスビルから、わざわざこちらのビルにまでやってきて昼食を取るようになったのだ。

　広瀬くんとの初対面は金曜日の夜だったのだが、休み明けの月曜日からこうして毎日彼と顔を合わせている。

　月曜日にこの食堂で待ち伏せをされたときは、心臓が止まるかと思うほど驚いた。

『幽霊に遭遇したみたいなリアクションだな』と広瀬くんは鼻で笑ったのだが、こちらは全然笑えない状況だ。

　広瀬くんには、待ち伏せされるこっちの身になってほしいものである。

　これでは、広瀬くんは私の立派な（？）ストーカーだ。

　盛大にため息をついて眉間に皺を寄せていると、広瀬くんは肩を震わせクツクツと意地悪く笑う。

「盛大なため息と、眉間に刻まれた皺をありがとう」

「嫌がっているのがわからないの!?」

「わかりたくない」

「……」

　強引すぎるのだが、あまりに潔すぎて反対に何も言えなくなってしまう。

　私より年下のはずなのに、どうしてこうも横柄な態度を取れるのだろうか。

　はぁ、と再び大きく息を吐き出していると、頭上から楽しげな笑い声が聞こえてくる。

　振り返ると、そこには新見とその彼女である紅子ちゃんが立っていた。

　新見はニヤニヤと笑って失礼極まりないのだが、隣にいる紅子ちゃんはそんな新見のジャケットの裾を引っ張って窘たしなめてくれる。

「新見さん！　清田さんたちに失礼ですよ」

「ははは。そうだなぁ」

　紅子ちゃんに謝りつつ柔らかい笑みを浮かべているが、未だに笑いが収まらない様子の新見。確かに失礼だ。

　ムッとして新見を見ると、彼は私の背後にいる広瀬くんを見て肩を竦めた。

「そんなに不機嫌そうな顔を前面に出すなよ、エンジン開発部のエリートさまが。ついに、本社においてのモテ男ランキング一位に躍り出したらしいなぁ」

「なによ、それ」

　意味がわからず首を傾げると、紅子ちゃんがどこか興奮した様子で私に耳打ちしてきた。

「清田さんと広瀬さん。今、社内で注目の的なんですよ？」

「え？　あら、紅子ちゃん。広瀬くんと面識あるの？」

　驚いて目を丸くさせた私に、紅子ちゃんは口を尖らしつつ教えてくれる。

「ありませんけど、女子社員みんな知っていると思います。開発部の広瀬さん。大学院博士課程を経たあと、開発部に今年入ったばかりなんですけど」

「え？　今年入社したばかりなの？」

「そうですよ！　開発部の部長が自らヘッドハンティングしたらしくて、超有名なんです！　入社してすぐプロジェクトチームのチーフに大抜擢されたんですよ」

　知らなかったんですか、とこれまた目を丸くしながら驚かれてしまった。

　確かに二十代後半でチーフを任されるというのは、まずない。それも、彼はフレッシャーズだという。異例中の異例であることに間違いないだろう。

　だからこそ、彼の技術者としての凄さが際立つ。

　しかし、そんな注目株が入社していたなんて知らなかった。

　コクリと頷いて肯定すると、紅子ちゃんはこの会社においての彼の評判を教えてくれる。

「とにかく女子社員の間ではものすごく人気な方でして。そんな注目の男性が、清田さんにロックオンしたって、それはもう、すごい噂が立っているんですよ」

「どうして、その噂……」

　呆気に取られていると、今度は新見がフフッと小さく笑いを零した。

「なんと言っても、メディア戦略部の清田亜沙子は男性社員たちの高嶺の花だからなぁ。果敢にも清田にアタックして砕け散った男どもはゴロゴロしているし」

「……？　誰が私にアタックしてきたって？」

　思い当たる節がなくて素直にそう返答すると、新見と紅子ちゃんは盛大にため息をついた。

「この鈍感さに、男どもはやられてしまったんだろうなぁ」

「はぁ……？」

「この一年、清田がフリーになったって聞いて、男どもは目の色を変えていたんだぞ？」

　そんなことは知らない。絶対に話を盛っているに違いない。

　訝しげに新見を見ると、残念な子を見守るような目で見つめ返してくる。

「誰もが清田を落とせずにいたところ、うちの会社のホープがお前に目をつけた」

「は？」

「広瀬くんは誰もが落とせなかったキレイ系お姉様を落とせるか！　そんな話題で持ちきりだぞ？　ほら、あちこちから視線が送られているだろう？」

　確かに周りからの視線を痛いほど感じる。だが、そんな噂、私は一度として耳に挟んだことはない。

　憮然としたままの私となぜか不機嫌そうな広瀬くんに、新見はにこやかにほほ笑みつつ、四人掛け席を指差した。

「立ち話もなんだし。そこに座ろうか」

「ええ」

　すぐさま広瀬くんが新見に同意しているのを見て、紅子ちゃんは私の腕を掴んで引っ張る。

「ほら、清田さん。行きましょう」

「あ、うん……」

　渋々と紅子ちゃんに引っ張られて席についたが、新見と紅子ちゃんはすぐに席を立ってしまうではないか。

「じゃあ、清田に広瀬くん。先に食べててくれ」

「え？」

「私たち、ご飯を買ってきますので」

　そう言うと、二人はにこやかな笑顔を残してその場を離れていく。

　置いていかないで、と心の中で盛大に叫んでいると、目の前の広瀬くんはますます不機嫌そうに顔を歪めて肘をついた。

「……亜沙子と二人きりでメシを食いたかったのに。邪魔が入ったな」

「何を言っているのよ」

　目を泳がせていると、私の向かいに座っている広瀬くんは身を乗り出して近づき、小声で聞いてくる。

「仕方ないから、四回目のキスしていい？」

「あ、あのねぇ!!　それに、三回目でしょ？」

　思わず大声になりそうになるのをグッと堪えて、小声で抗議した。

　回数など今はどうでもいいが、こんなところでキスをされてしまっては堪らない。

　慌てて箸を取って食事をし始めると、広瀬くんは未だに面白くなさそうな様子だ。

「……そんなに好きな男とメシを食うのが嬉しいのか？」

「は？」

「亜沙子を冷たく振った挙げ句、同じ部の女に手を出すような男。亜沙子にふさわしくない」

「何を言って」

「さっさと忘れろ。そして、俺のことだけを見ていろよ」

「なっ!!」

　箸が転がり落ちてしまう。慌てて拾っていると、トレイを持った新見と紅子ちゃんが戻ってきた。

　二人に会話を聞かれていないことを祈りながら、私は先ほどの広瀬くんの発言をもう一度脳裏で反芻してみる。

　彼の発言からして、もしかして彼は新見と私との間を疑ってはいないだろうか。いや、まさか。そんなことはないだろう。

　一人納得しつつチラリと広瀬くんに視線を向けると、彼は私の方をジッと見つめていた。

「っ！」

　ドキッとしすぎて再び箸を落としそうになってしまう。

　広瀬くんが時折私に向けてくる視線には、ドキドキさせられるほどの熱を感じる。

　私へと向けられる広瀬くんからの視線を意識したくなくて、彼の身体を見つめた。

　それにしても、やっぱり広瀬くんの背格好はどこかで見覚えがある気がする。

　やっぱり……魅惑的な腰えくぼとホクロの男性は広瀬くんなのかもしれない。その可能性は捨てきれないのだ。

　だが、彼が何も言い出さないとなると、やっぱり他人のそら似なのだろうか。

　彼の腰の辺りを見せてもらえれば、すべてが解決する。

　だが、まさか身ぐるみ引っ剥がして見るわけにもいかず……。いやいや、まさか広瀬くんがあのときの素敵な男性なんてはずがない。

　広瀬くんは、かなりモテる人なんだと思う。今までだって女の子はよりどりみどりで、入れ食い状態だったはずだ。

　そんな中、自分に惚れない女が見つかったからと、落とすことができるかゲーム感覚で楽しんでいるのだろう。

（ああ、それなら納得！）

　私は心の中で思わずポンと手を叩いてしまった。

　何がきっかけで広瀬くんが私に興味を持ったのかは知らない。だが、これは一過性のものだろう。

　私が彼に落ちたとき、はたまた彼がこのゲームに飽きたとき。ようやくこの茶番が終わるはずだ。

　なぜだか私は社内で高嶺の花に仕立て上げられているらしいので、そんな私を落とす過程を楽しみつつ、年上の女をからかっているだけなんだろう。やっぱりイヤミなヤツだ！

　そんな広瀬くんではあるが、ルックス面に関して言えば私にとっては眼福である。彼のスタイルの良さは、目の保養だ。

　もちろん、身体のみを凝視。

　遊び感覚で私に接触しているのだろうけど、彼の肉体は目の保養になるから許してやろうか。

　しかし魅惑的な腰えくぼとホクロの持ち主である男性と広瀬くんを比べたら、腰えくぼの男性に失礼かも。

（でも……やっぱり似ているんだよねぇ）

　いい身体を持つ男の察知センサーが反応して、あのときの彼と広瀬くんとが重なって見えてしまう。しかし、私は勢いよく首を横に振る。

　それはない。人のことをからかって遊んでいる男が、命がけで私を助けてくれるわけがないのだ。

　遊び半分で甘い言葉を並べて誘惑するのは止めてもらいたい。

　恋愛とは長い間距離を置いている私にとって、魅力的な身体と、尚且つ男前の口説き文句は強敵で、油断をしているとコロリと絆ほだされてしまいそうで怖いというのが正直なところだ。

　だからこそ、そろそろこの茶番を止めにしてもらいたい。そうしないと、いつか大変な事態になる。そんな予感がするのだ。

　とはいえ、鍛え抜かれた身体に罪はない。やっぱり一度は服を剥ぎ取って、広瀬くんの身体を見つめてみたいものだ。

　海で溺れてしまったところを助けてくれた男性に会ってからというものの、どうも変態チックになりつつある自分にため息が零れてしまう。

　私を肴にして盛り上がる新見と紅子ちゃんに渋顔を作りながら、ただ黙々とご飯を食べ続けたのだった。
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　十一月上旬。すっかり秋の気配に包まれた街には、イチョウの葉がゆらゆらと優雅に舞い散っている。

　朝晩も冷え込んできて、冬の到来はもうすぐだと知らせてくれているようだ。

　会社の前には何台か観光バスが横付けされている。社員旅行に向かうためのバスだ。

　かじかんだ手を擦りながら、私は一台のバスに乗り込む。

　そんな肌寒い朝、少々寝ぼけている頭が一気に冴える出来事が起きた。

「おはよう、亜沙子」

「ど、ど、ど……して？」

「ほら、早く座れよ。後ろがつかえてる」

「っ!!」

　確かに後ろを振り向けば、ゾクゾクとバスの中に人が入ってきている。

　慌てて座席に座ったはいいものの、どうして広瀬くんがここにいるのか。

　私は紅子ちゃんと一緒に申し込みをしたのだから、隣の席は紅子ちゃんのはずだ。

　しかし、紅子ちゃんは私たちの後ろの席でにこやかに手を振っている。そして、その隣には新見がいた。

　当初、新見は社員旅行には行かないとか言っていなかっただろうか。それなのに、なぜ新見が社員旅行に向かうバスの中にいるのか。

　ついでに紅子ちゃんと一緒に手を振っているのが、なんとも腹立たしい。その上、ニヤニヤとなんだか意味深に笑っているのを見て歯ぎしりをしたくなる。

　私は隣に座っている広瀬くんに背を向けて通路側を見つめながら、どうしてこんな事態になっているのかと頭を必死に巡らせた。






　今日から二日間。社員旅行が実施される。とはいえ、全員が一気に社員旅行に出かけてしまったら会社は運営できないし、何よりそんな大人数を収容できるホテルなどもない。

　そんな理由から、社員旅行は自由参加型のイベントとなっていた。

〝あまり関わりのない部とも交流を〟という名目のもとに行われているため、色々な部の人間が数人ずつ集まって旅行に出かけることになっている。

　そもそも日程についても個人で希望を出せるため、他部署の人間と同じ日にちに旅行に行きたいということなら、あらかじめ相談して日にちを決めておく必要があるのだが……。

　もちろん、私は広瀬くんにどの日にちに希望を出したかとは聞かれていない。そもそも、私が社員旅行に参加するかどうかも知らないはずだ。

　それなのに、示し合わせたかのようにバスの座席が隣同士というのは確率からいっても低いだろう。

「いい天気だな」

「……そうね」

　なんとなく腑に落ちないでいると、広瀬くんがクツクツと笑いながら話しかけてくる。

　私の慌てぶりを見て、胸中穏やかではないとわかっているのだろう。

　私は悔しくて、一度は彼から視線をそらした。

　だが、挙動不審な様子を広瀬くんに見せるのは癪に障る。それに、周りには社内の人間がたくさんいるのだ。

　ここは一つ、いつも通りキレイ系お姉様を装う必要がある。

　余裕綽々な笑みを浮かべ――内心、慌てふためいているが――広瀬くんに再び対峙した。

　私が気持ちを切り替えたことがわかったのだろう。

　広瀬くんは一瞬目を細くしたあと、私に缶飲料を手渡してくる。

「え？」

「ほら」

　無理矢理渡された缶は温かく、よく見るとココアだった。それも私が大好きな銘柄で、思わず顔が綻んでしまう。

　しかし、これは素直に喜んでもらってもいいものだろうか。

　手渡されたホットココアの缶と広瀬くんを交互に見つめていると、彼は屈託なく笑う。

「どうせ、朝飯食ってきてないんだろう？」

「……余計なお世話です」

「それも、朝寝坊してダッシュでここまで来た。違う？」

「……」

　実は大当たりだ。

　今日は土曜日。イベント事がないときは通常ならお休みで、ゆっくりと昼頃まで眠っている私。

　帰宅した頃までは社員旅行のことが頭に残っていたのだが、寝る前にはすっかり忘れてしまい目覚ましをセットし忘れてしまったのだ。

　慌てて飛び起きた私は、メイクもそこそこに集合場所である会社までやってきたのである。

　間一髪で間に合ったわけだが、そこを指摘されるのは居たたまれない。

　無視の姿勢を貫く私の前髪を、広瀬くんが指差してきた。

「ほら。前髪、乱れているぞ？」

「え!?　うそ！」

　慌てて鏡を取り出して確認しようとしたのだが、次の瞬間ドキンと一際高く胸の鼓動が高鳴った。

「貸してみろよ」

「え？」

　急に視界に影ができた。それは、広瀬くんの大きな手のひらによってできた影だ。

　驚いて目を見開いていると、長くて節くれ立った指が微かにおでこに触れた。

　どうして、私に触れるのか。思わず叫んでしまいそうになったのだが、すぐに彼の行動の意図を知る。

　乱れてしまっていた前髪を直してくれているのだろう。

　善意からの行動だとは思うのだが、どうしても意識をしてしまう自分がいた。

　前髪がサラサラと額に落ちてくるのを感じるのと同時に、彼の指が肌に触れる。そのたびに身体がビクッと震えてしまうのだ。

　意識していると思われるのは癪だ。しかし、残念ながらとても意識してしまっているのを隠せない。

　それは、広瀬くんのここ最近の言動が原因だ。間違いない。

　年上の気取っている女である私をからかいたいだけなのか、もしくは……本気なのか。

　どちらにしても、まっすぐに情熱的な言葉をかけられたなら、意識してしまうのは仕方がないと思う。

　そういう点を考えれば、広瀬くんの手腕はなかなかだということなのだろう。

　これほど私の心を混乱させているのである。やはり、相当な曲者だ。

　依然身体を硬直させたままの私に、彼は目を細めて柔らかくほほ笑む。

「元通りになった」

「えっと、あ……」

　額に触れていた指がこめかみを通り、頬を指の腹で滑らせてくる。

　ゾクリとした甘い痺れを背に感じてしまい、慌てて身体を仰け反らせた。

　一瞬目を見開いた広瀬くんだったが、やけに嬉しそうに眉を上げる。

「ちょっとは意識したか？」

「へ？」

　思わず声が裏返ってしまったことに気がつき、居たたまれなくなる。

　誰かと席を変更してもらいたくなったのだが、そうこうしているうちにバスがゆっくりと動き出してしまった。

　さすがにこの状況では、誰かに席を替わってもらうことはできないだろう。

　肩を落とす私の耳元で、広瀬くんは甘く囁いた。

「今日の亜沙子も、メチャクチャかわいい」

「っ!!」

「キレイなお姉さん風なのに、実はかわいいとか。俺をどうしたいんだろうな、このお姉さんは」

「っ!!」

　どうしたいのかと聞きたいのは、私の方だ。

　彼の隣にいたら危険だ。心臓がいくつあっても足りない気がする。

　何より、いちいち色気を振りまかれているのはいただけない。

　私より年下のはずなのに、妙に大人な色気を出せるのはどうしてなのか。

　彼の近くにいると、心が乱されてしまう。それだけは確かだ。

　一刻も早く広瀬くんから離れたい。しかし、これから二時間ほどは狭いバスの中。それも、肩と肩が触れ合ってしまうほどの至近距離に身を置くことになる。

　とにかく、今の私に必要なのは平常心だろう。心を無に、悟りを開くつもりで。

　頬の辺りに隣りからの視線をヒシヒシと感じるが、そこは無視だ、無視。

　広瀬くんにもらったココアを飲みつつ、ただこの苦行を乗り切る策を練り上げる。

　途中、観光地に何カ所か寄ったあと、陽が落ちる前にようやく今日の宿泊先である旅館に辿り着いた。

　バスに乗っている間、ずっと緊張を強いられていた私は、バスを降りるとホッとしすぎて脱力してしまった。

　すでに疲れ切っている状態に、なんのための社員旅行なのだとため息が零れてしまう。

「じゃあ、亜沙子。あとで」

　それだけ言うと、彼は足早にバスを降りて行ってしまった。

　どうやら今回の社員旅行の幹事は彼の先輩がしているらしく、幹事の仕事を手伝うために忙しそうだ。

　その後ろ姿を見て、「やっぱりあのときの男性に似ているよなぁ」と均整の取れた身体を見つめてしまう。

　広瀬くんに魅入ってしまっていたことを恥じて、私はあからさまに挙動不審になってしまった。

　海で溺れたあの日から、変態になってしまったようで恥ずかしい。

　頭を抱えつつ、それでもようやくひと心地つけそうだとホッとしていると、紅子ちゃんが私の顔を覗き込んできた。

「清田さん」

「ん？　紅子ちゃん。どうしたの？」

　なぜか頬を紅潮させている紅子ちゃんに向き直って首を傾げると、彼女は興奮して前のめりになる。

　おっと、と後ずさる私に気づいていない様子で、彼女は目を輝かせた。

「なんだか、いい雰囲気じゃなかったですか？　清田さんと広瀬さん」

「あのねぇ、紅子ちゃん」

　呆れて眉を下げたのだが、私の様子に気がついていない彼女は未だに興奮気味だ。

「胸キュンラブストーリーを間近で見ることができて光栄ですっ！」

「紅子ちゃん……」

　さすがは、新見のことを陰ながら見つめ続けて大好きオーラを放ちつつ、二年越しに新見の心を鷲づかみにしてしまっただけはある。

〝ザ・恋する乙女〟を地でいく彼女らしい反応に、ほほ笑ましいやら、言葉が出ないやら。

　キラキラと目を輝かせる紅子ちゃんを見て私が盛大にため息をついていると、彼女の背後から新見がニヤリと笑って声をかけてきた。

「清田は、ようやく我が社のエースに陥落したか？」

「新見」

　紅子ちゃんから言われる分には許してやれるが、アンタは許さないぞ。視線を鋭くして彼をギロリと睨み付けると、新見は大げさに肩を竦めた。

「そんな怖い顔をしていると、イメージダウンに繋がるぞ？」

「……別にいいし」

「よく言う。意地っ張りのくせに。プライドだけは高いんだからなぁ」

「放っておいて!!」

　残念ながらその通りだ。図星をつかれ、私は顔を赤らめてそっぽを向いた。

　最初こそ笑っていた新見だったが、なぜか真剣な声色で話しかけてくる。

「でも、いつまでその意地っ張りが通用するかな？」

「え？」

　どういう意味だろうか。慌てて新見を見つめると、新見の前にいる紅子ちゃんが深く頷いた。

「清田さん。素直になるときには、恥を忍んででも素直になった方がいいです」

「紅子ちゃん？　何を言って……」

　力強く再び頷く紅子ちゃんを見て呆気に取られていると、新見は小さく笑う。

「まんざらでもないんだろう？　清田」

「え？」

「広瀬を見る目、なかなかに情熱的だぞ？」

「っ！」

「ん？　情熱的っていうより、視線であの男を誘惑しているっていうか……エロいんだよなぁ」

「何を言い出すの！　新見!!」

　まさか新見にそんなことを言われると思っておらず、目を白黒させてしまった。

　挙動不審な私を余所に、新見は紅子ちゃんに同意を求めている。

「なぁ？　紅子。お前もそう思わないか？」

「はい、思います」

「ちょ、ちょっと！　紅子ちゃんまで」

　なんだ、このバカップルは。二人とも自分たちが幸せすぎて、頭の中がお花畑になっていないだろうか。

　顔を真っ赤にして狼狽える私に、紅子ちゃんは真剣な面持ちで言い切ってくる。

「広瀬さんのこと、すっごく凝視していますよね。清田さん」

「うっ！」

　心当たりはある。ありすぎる。

　なんと言っても、彼の身体にかなり興味があるからだ。

　いや、言い方が拙まずかった。私が探している男性の身体に似ている広瀬くんの身体から目が離せないでいることは確かだ。

　だからこそ端から見れば、私が広瀬くんを凝視しているように見えるのだろう。

　何も言えず口を噤んでいる私に、「でも……」と言葉を濁すように紅子ちゃんはより深いところまで切り込んでくる。

「清田さんを見ていると、広瀬さんを通して誰か別の人を思い浮かべているようにも見えて……気のせいでしょうか？」

「紅子ちゃん」

　なかなかに鋭い。我が部のマスコットとしてかわいがられている彼女だが、ふとしたときに大人な顔を覗かせる。そして、核心を突いてくることがあるのだ。

　今まさに核心を突かれてしまい、私は口を閉ざした。

　黙りこくる私を見て、新見は小さく息を吐き出す。そして、紅子ちゃんと私を旅館の館内へと促した。

「まずは中に入ろうか、清田」

「新見」

「お前の心が誰に向かっているのかはわからないが、少なからず広瀬に興味があることは間違いないように思うがな。違うか？」

「……」

　未だに無言を貫き通す私に、新見は軽く頷いた。

　声に出さずにいても、否定していない。それを、新見は聡く感じ取ったのだろう。

　頬を緩めたあと、彼は目を細めた。

「誰を選ぼうと清田の自由だ。だがな、お前の素顔を見せられる男にしておけよ？」

「……了解」

　それ以上は言わず、ただ背中を押してくれることが嬉しい。

　新見の傍らでは、紅子ちゃんが大きく頷いている。

　なんだかんだ言っても頼れる同期に、かわいらしい後輩。二人に後押ししてもらっているように感じられて嬉しかった。

　自分の心に恐れずまっすぐに向き合おう。そう誓った。

　私の心は海で助けてくれた男性にだけ向いていると思っていたのだが……。広瀬くんを意識している自分もいるようにも思える。

　だからこそ自分の気持ちを整理するためにも、広瀬くんと魅惑的な腰えくぼとホクロの持ち主が同一人物なのか、否か。確かめる必要があるはずだ。

　変態扱いされてもいいので、広瀬くんに聞いてみてもいいかもしれない。腰に二つの凹みと右腰にホクロはないか、と。

　とにかく、あれこれ考えていても答えは出てこない。

　軽い調子で聞けば、案外サラリと教えてくれるかもしれない。そんな勇気をくれた二人には感謝である。

　……なんて、思ったのはつい二時間前。

　私は今、誰もが凍りついてしまうであろう冷たい視線を新見に向けていた。

　広い宴会場に美味しそうな料理が大きな横長のテーブルに所狭しと並べられている。

　昔ながらの旅館の空気を感じつつも、先ほど入った温泉はなかなかにいいお湯だった。

　館内もリフレッシュ工事をしたばかりらしく清潔感に溢れていたし、アメニティなどもテンションが上がるような物が揃えられていた。

　いいお宿に宿泊できて嬉しいな、と思っていた私だったが、宴会場の席の並びを見て口元を引き攣らせる。

　私の隣に、当然のごとく広瀬くんが陣取っていたからだ。

　誰かに席を変えてもらったのかと広瀬くんに聞いたのだが、「初めからこの席だった」とニコニコと嬉しそうに頬を緩めて返事をしてきた。

　それでも広瀬くんの言葉が信じられなくて幹事に聞いてみたら、確かに初めから広瀬くんは私の隣の席となっていた。

　ということは、広瀬くんが幹事に無理を言って変えてもらったわけではないということだ。つまりそういうことか、と新見を睨み付けているのである。

　恐らくだが、今回の社員旅行の日時が広瀬くんと一緒だったのも、バスの席が隣同士だったのも、そして宴会の席が隣だったということも全部新見の策略に違いない。

　ここまで偶然が重なるわけがないのだ。絶対に嵌められた。

　ギリリと歯ぎしりをしたくなるのを我慢して新見を睨み付けたのだが、なぜか慌てた様子で首を横に振っている。

　より一層強く睨み付けたのだが、新見は何度も首を振り続けた。

　どうやら、この件については新見の差し金ではないのだろうか。

　では、本当に偶然の結果なのかもしれない。

　なかなか腑に落ちないものを感じていると、羽織に入れておいた携帯電話がブルブルと震える。

　メッセージアプリを見ると、そこにはもう一人の同期であり、Ｃ自動車の御曹司である近江からメッセージが届いていた。

　今回の社員旅行はお留守番となっている彼だが、なにか仕事でトラブルが発生してしまったのだろうか。

　このタイミングでどうして、と不思議に思いつつもアプリを起ち上げてメッセージを確認してみた。

　が、すぐに口元がヒクヒクと引き攣ってしまう。

『清田さん、素直が一番だよ。新見から聞いたけれど、彼と少し話してみるのはどうだろう。何か違った感情が生まれるかもしれないよ？』

　ただ、それだけのメッセージだが、何を言いたいのかはわかる気がした。

　今回のこの座順は、間違いなく御曹司の力で強引に決められたのであろう。

　近江は基本〝草食系王子様〟な見た目通り、人のプライベートに首を突っ込んでくる男ではない。

　愛妻に対してだけ肉食系に変わる男らしいのだが、他人には結構ドライなところがあると思っていた。

　その近江が、まさかこんなふうに力技を仕掛けてくるとは……。よほど同期である私のことを心配しているのか。

　さりげなく世話焼きな同期二人に、ため息が零れてしまう。

　あれこれ考えていた私に、広瀬くんはグラスを手渡してくる。

「亜沙子、ほら」

「あ、ありがとう……」

　私が顔を赤らめたり青ざめたりしていると、営業部長が乾杯の音頭を取るために立ち上がって挨拶をし始めていた。

　グラスにビールがトクトクと注がれる。美味しそうな泡を立てたビールのグラスを置き、今度は広瀬くんが持っている瓶ビールを取り上げた。

「ほら、グラスを用意して」

「ありがとう」

　フッと柔らかい笑みを浮かべてグラスを差し出してくるだけなのに、浴衣に羽織を着た彼からは、どことなく色気が醸し出されている。

　男らしさを強調している喉仏、浴衣の合わせから覗いている鎖骨。その辺りからフェロモンがまき散らされているようにも感じた。これは、ある種の悩殺兵器だ。

　なんとなく直視できなくて慌ててビールを注いだのだが、勢いあまってビールが零れてしまった。

「ごめん、広瀬くん」

　持っていたミニタオルを慌てて取り出して彼の腕を拭いていると、タオルを持った私の手を彼が掴んでくる。

「ありがとう、亜沙子。もう、大丈夫」

「そ、そう……？　ごめんね」

　とりあえずは浴衣の袖が濡れることは防げたようだ。

　ホッとして胸を撫で下ろしていたのだが、依然彼は私の手首を掴んだままである。

　自分の手首を掴んでいる彼の手と、彼の顔を交互に視線を向けてそれとなく離してほしいとアピールした。だが、残念ながら彼に私の意図は伝わっていないらしい。

　乾杯の音頭が取られ、周りが「乾杯！」と思い思いにグラスを合わせている中、私たち二人だけは違った空気の中にいるように感じる。

　それがまた私の羞恥心をかき立てて、なぜだかとても居たたまれなくなってしまった。

　カッと一気に頬が熱くなるのを感じながらも、いつもの癖で冷静を装う。

「広瀬くん、手を離して」

　周りがとても賑やかに乾杯をし合っているので、私たちのこの異様な雰囲気を感じ取られずに済んで正直助かった。

　今のうちに皆と同じように乾杯でもしあえば、特に不審がられることもないだろう。

　だからこそ早く手を離してもらいたくてはっきりと彼に私の意思を伝えたのだが、彼はニッコリとほほ笑むだけで離してはくれない。

　ムッとした私は、控え目な声を出して彼を窘める。

「ちょっと、広瀬くん」

「……細いな」

「え？」

　一瞬何を言っているのかわからなかったが、彼の視線が私の手首に注がれているのを見て理解する。

「別に……そうでもないでしょ？　特別痩せているわけじゃないし」

「あのときも……」

「え？」

「いや、なんでもない」

　広瀬くんはなぜか言葉を濁したあと、ようやく私の手首を離した。

　悪態をつきたいのは山々だが、周りには社内の人間がたくさんいる。ここで何か事を荒立てれば、今後の仕事に影響を及ぼすかもしれない。

　グッと我慢をしてグラスに入っているビールを呷ったあと、目の前の料理に舌鼓を打つ。

　そして、徹底的に隣の広瀬くんには無関心を貫くことにする。

　しかし、結局アルコールがうまい具合に回ってきた私は、すぐにその決意が緩んでしまっていた。

「ほら、亜沙子。これ美味しい。食べてみろよ」

「あら、本当」

　気がつけば、和やかないい雰囲気になってしまっている自分たちに苦笑する。

　結局私は、すでに広瀬くんに壁を取り払われてしまっているのだと実感してしまった。

　今なら冗談半分で聞けるかもしれない。彼があの日、溺れた私を助けてくれた男性なのか、どうか。

　男らしい体つきをした広瀬くんに、魅惑の腰えくぼとホクロを持つ男性のシルエットが重なる。

　少々の迷いはあるものの、謎を明らかにするためには彼に腰えくぼと右腰にあるホクロのことを聞くべきだ。

「っ」

　声をかけようとした。だが、すぐに怯んでしまう。

　もし……もしも広瀬くんが、私を助けてくれた男性じゃなかったらどうしよう。

　そんな不安がフッと脳裏に過ってしまったのだ。

　どうして不安が押し寄せてきたのか、自分でもよくわからない。

　広瀬くんが私の求め続けていた男性と違っていたとしても、なぜ残念がる必要があるのだろう。

　もしかしたら、私はどこかで期待しているのかもしれない。心と身体を救い出してくれた人物が、広瀬くんであってほしい、と。

　そうすれば、どちらに恋しているのかなんて迷わず、彼に飛び込んでいけるから。

　でも、同一人物でなかったら、私は広瀬くんと魅惑的な腰えくぼとホクロを持つ彼との間で気持ちが揺れ動くはずだ。

　今すぐに結論を出すのが怖くなった私は、開きかけていた口を閉ざす。

　するとそんな私を見て、「どうした？」と広瀬くんが問いかけてくる。

　だが、一度生まれてしまった不安はすぐには払拭できない。

　私は、首を小さく振ったあと、仲居さんが持ってきてくれた揚げたて熱々のキスの天ぷらを頬張ったのだった。










　大宴会もお開きになり、二次会に繰り出す者、温泉に行ってひとっ風呂浴びる者と、ここからの時間はフリータイムだ。

　各々が好きなように過ごすため、散り散りに宴会場から去って行く。

　私の隣に座っていた広瀬くんだが、彼の先輩が幹事のために色々と手伝いをすることになっているのだろう。宴会の途中で姿を消してしまった。

　そのときには安堵する気持ちと寂しい気持ちが込み上げてきてしまい、慌ててそれをビールの泡で消し去ったのだが……。なんとなく、やはり寂しく感じてしまう。

　同室である紅子ちゃんは、恋人である新見と夜のお散歩に出かけてしまった。

　私はどうしようか。温泉にもう一度入りたいとは思ったが、アルコールが抜けるまでは危険だから止めた方がいいだろう。

　温泉街に出てブラブラと散歩するといっても一人で出かけるのは寂しいし、一応年頃の女ということで変な男に絡まれても困るので止めておいた方が賢明だ。

　とはいえ、知り合いの後輩たちと合流してカラオケに行くのも……。

　同じ部の男性陣は、宴会の最中呑んでばかりいたせいで食事をあまり取らなかったらしく、小腹が減ったからとラーメンを食べに行くと言っていた。

　声をかけられたのだが、私はきっちり宴会で料理をたらふく食べていたため、何も口にしたくなくお断りさせていただいたのだ。さぁて、どうしようか。

　あれこれ考えていたのだが、どうやら自分はかなりアルコールを摂取してしまっているようで考えが纏まらない。

　ここは一つ、大人しく部屋に戻ってテレビでも見ていた方がいいかもしれない。

　ある程度の時間になれば、さすがに紅子ちゃんは部屋に戻ってくるだろう。新見が引き留めない限りは、だが。

　あの男なら引き留めかねないなぁ、と小さく苦笑したあと、よっこらしょと腰を上げる。

　与えられた部屋に戻る途中、エンジン開発部の部長と遭遇した。

　どうやら先の宴会でしこたまお酒を呑んだらしく、泥酔状態である。

　そんな部長の肩を抱き、必死に介抱している男性がいた。恐らく、部長の部下なのだろう。

　それも、とても若い男性だ。もしかしたら、今年入社したばかりのフレッシャーズかもしれない。となると、広瀬くんの歳の離れた同期ということだろう。

　先輩たちに酔っ払いの部長を押しつけられてしまったのだろうか。

　彼を憐れんだ目で見つめていると、その彼と視線がバッチリと合ってしまった。

　その彼は必死に部長を抱えつつ、私のことを救いの神とばかりに見つめてくる。

「スミマセン、お願いしたいことがあるのですが」

　かなり困った様子の彼を見て可哀想になり、「どうしたの？」と駆け寄った。

「うちの部長が出来上がってしまって」

「ああ、うん。足取りも危ういよね……」

　フレッシャーズの彼に支えてもらわねば、この部長は廊下で眠りこんでしまいそうだ。

　よいしょ、と部長を抱え直したあと、その彼は私に懇願してくる。

「本当に申し訳ないのですが、僕の部屋まで行って同室の人に伝えていただけないでしょうか？」

「伝言？」

「はい。今夜は部長の部屋に泊まりますので、と伝えてほしいんです。部長、一人部屋なので同室の人は誰もいないんですよ。心配だから、俺が付き添おうかと思って」

　なかなかに優しいフレッシャーズだ。そんな彼のお願いを引き受けようじゃないか。

　私は彼から部屋のカードキーを預かり、了承の旨を伝える。

「わかったわ。この部屋に行って、同室の人に貴方が今夜は部長の部屋に泊まると伝えればいいのね？」

「お願いできますか？」

「いいわよ。でも、君は携帯持ってないの？」

　素朴な疑問だ。携帯を持っていれば、その同室の人に連絡を取ることぐらい可能だろう。

　不思議に思って質問をぶつければ、彼は困ったように眉を下げた。

「それが、先ほどから電話しているんですけど繋がらないんです」

「そうなの？」

「はい。電源が入っていないっていうアナウンスが流れるんですよねぇ……。もしかしたら充電切れかも」

「ああ……ありがちよねぇ」

　ここは旅行先の旅館だ。自宅になら充電器は常備してあると思うが、この旅行に持ってくるのを忘れて充電が切れてしまったという可能性はなきにしもあらずである。

　フレッシャーズの彼は部長を一人にして部屋に戻ることはできないだろう。それならばと私は大きく頷いた。

「了解。このカードキーの部屋番号のところに行って、事情を話してくるわ」

「本当ですかぁ!?　助かります。たぶん部屋にはいると思いますので」

「了解。君は、早く部長を布団に寝かせてあげて」

「はい。では、よろしくお願いします」

　部長を再び抱え直したあと、彼はかわいらしい笑顔で私に会釈をして、目の前にある部屋に入っていった。

　彼らの後ろ姿を見送ったあと、私は自分の手のひらに残っているカードキーを見つめる。

　どうやらフレッシャーズの彼が泊まるはずだった部屋は、新館のようだ。

　私が紅子ちゃんと泊まる部屋はこの本館ではあるが、散歩がてら新館に行ってみようか。

　いい酔い覚ましになるはずだ。

　彼から預かった部屋のカードキーを羽織のポケットにしまい込み、私は自分の部屋とは逆方向へと足を向けた。
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　新館と本館は隣同士の建物ではあるが、なかなかに距離があるようだ。

　渡り廊下を歩いている途中、ふと視線を向けると社員旅行に一緒にやってきた女子社員数名がソファーに座っている後ろ姿が見えた。

　私より年下の女の子たちだが、顔見知りではない。通り過ぎようとしたのだが、そのときに彼女たちの会話が耳に入ってしまったのだ。

「ねぇ、宴会でも隣同士だったよね。広瀬さんと清田さん」

「そうそう！　バスの座席も一緒だって聞いたよ？」

「清田さん。婚期を逃しそうだから、手当たり次第なんじゃない？　でも、相手が悪いわよね。高望みしすぎじゃない？　振られるのわかっていてアタックするなんて、惨めー！」

「広瀬さんみたいな将来有望株には見向きもされないんだから。遠慮しなさいよね。年増のババアは引っ込んでろーってかんじ」

　どうやら内容は、私と広瀬くんの話題らしい。それも、大半は私への悪口のようだ。

　彼女たちは私の悪口を言うのにヒートアップしているようで、真後ろにいる私に気がついていない様子である。

　ここで私が「あ～ら、ごめんなさい。年増のババアが通りますよ」なんて言ったら、彼女たちはどんな顔をするだろうか。

　彼女たちは、どうやら新入社員のようだ。それなら、私が年増のババアに見えても仕方がないのかもしれないが、貴女たちも数年すれば私と同じ歳。すぐにババアになりますよ。

　そう言ってやりたい。だが、グッと我慢をして彼女たちを見つめた。

　紅子ちゃん曰く、広瀬くんは社内でもとてもモテているらしい。

　確かにそれは納得がいく。開発部の部長にヘッドハンティングされたというだけでもすごいのに、チーフまで任されるほど仕事がデキる男だ。

　その上、あの見た目である。長身でスタイルがよく、男らしい体つきの持ち主。そして、顔もイケメンとくれば、誰だって彼氏になってもらいたいと考えるだろう。

　そして、そのイケメンには、彼女たち曰く婚期を逃しそうな年増のババアが側にいる。

　悪口の一つや二つ言いたくなる気持ちもわかるというものだ。

　だが、言われた本人からすれば、腹立つことこの上ない。

　眉間にギュッと力を込めて彼女たちを睨み付けたあと、私はすぐさまその場を去った。

　尻尾を丸めて逃げ出したわけではない。ただ、さすがにあそこまで言われてしまうとショックで何も言いたくなくなる。

　確かに私の女性同期は全員結婚した。行き遅れになっているのは、私ただ一人だけ。

　そこを彼女たちに突かれて、なんだか気落ちしてしまったのだ。

　確かに今をときめく広瀬くんの側にいるのが私じゃ、納得いかないという気持ちを彼女たちが抱いても仕方がないかもしれない。

　でも、一言言わせていただけるのなら、広瀬くんの方から私に近づいてきているんだからね、とこんなところで言っても、誰も聞いてはいないけど。

　重い足取りで渡り廊下を出たあとに和風庭園を横切り、ようやく新館へと辿り着いた。

　カードキーを取り出してもう一度確認すると、五階のようだ。

　再びカードキーを羽織のポケットにしまってエレベーターに乗り込もうとしたのだが、そのときに視界に入ったのは売店だった。

　しっかりアルコールを摂取したあとだが、今日はもっと泥酔して嫌なことは忘れてしまおうか。

　そう思った私はすぐさま缶ビールを何本か買ったあと、エレベーターに乗り込んだ。

　エレベーターは五階に到着し、私は缶ビールがたくさん入ったビニール袋を提げてようやく目的地に到着した。

　同室の人の携帯が充電切れを起こしていて連絡がつかないからと伝言を預かってきたはいいが、その同室の人が今、この部屋に本当にいるのだろうか。

　温泉に入りに行っているかもしれないし、もしかしたら二次会に繰り出している可能性もある。

　もし、部屋にいなかったらどうしようか。そんなことを考えつつ、呼び鈴を押す。

　返事がない。これは、私が思い描いていた杞憂が現実になってしまったようだ。

　小さく息を吐き、このあとどうしようかとカードキーを見つめて考え込んでいると、突然扉が開いた。

「鍵、持っていなかったか？　自分で開けて」

「え!?」

「亜沙子？」

　扉の奥に立っていたのは、広瀬くんだった。

　扉が開いただけでも突然のことでハッとしたのに、相手は私の心の均衡をすぐに狂わせる相手だ。動揺しないなんて無理である。

　だが、もっと私を驚愕させる出来事が目の前にあった。それは、広瀬くんが半裸状態だということだ。

　一応大事な部分はタオルで隠してあるが、彼の髪からはポタポタと水滴が落ちていく。どうやら部屋にあるお風呂を使用中だったようだ。

　黒色の、少しだけ長めの髪がしっとりと濡れている。そこから水滴が落ちている様は、とてもセクシーだ。

　シャープな顎のライン。そして男性を意識せずにはいられない、喉仏が上下に揺れた。

　広い肩幅に胸板。キュッとウエストラインは引き締まっており、腹筋が割れている。

　とにかく身体からフェロモンが大量に分泌発散されているのではないかと思うほど、男の色気を感じて動けなくなってしまう。
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　キレイな身体を唖然と見つめ続けていた私だったが、とあることに気がつき目を見張る。

　バスタオルを腰に巻いているのだが、もう少し下にタオルを下げて後ろを向いてくれれば腰の辺りが見えそうだ。

　目を細めれば見えるのならば、見えてほしい。

　思わず固唾を呑んで彼の腰辺りを食い入るように見つめてしまう。

　今ここで「後ろを向いて、腰の辺りを見せてくれない？」なんて言ったら、痴女扱いをされてしまうだろうか。それでも見たい。どうしても見たい！

　恥を忍んで彼にお願いをしようとしたが、突然広瀬くんが私の腕を掴んできた。

　そして、そのまま広瀬くんは私を部屋の中へと連れ込んだのだ。

　それと同時に、背後でオートロックの扉がバタンと重厚な音を立てて閉まる音がした。

　ドクンドクンと高鳴る胸の音を聞きながらも、私は広瀬くんに制止を呼びかける。

「ちょ、ちょっと、広瀬くん!?」

「……どうして、ここに？」

　静かな声だが、どこかに熱を感じるのは気のせいだろうか。

　私は平静を取り繕いながら、彼にカードキーを差し出す。

「えっと、さっき開発部の男の子に頼まれたの。部長を介抱するから、今日は部屋に戻れません、って」

「それで、亜沙子が届けに来てくれたってことか」

「そ、そう。このカードキーを託してきた彼、何度も広瀬くんに電話したみたいだよ？」

「ああ……携帯の充電が切れたから」

「やっぱり？　あの男の子もそうじゃないかって言ってたのよね」

　あはは、と場の雰囲気を変えたくてわざとらしく笑ったが、心臓が壊れそうなほどバクバクしている。

　私は彼に腕を掴まれたままのこの状態に焦っているのに、彼は無言のまま私を見下ろし続けていた。

　どうしたらいいのかと戸惑いながらも彼と視線が交わった瞬間、腕を引っ張られて私はそのまま彼の腕の中へと導かれてしまう。

　一際高く胸の鼓動が鳴り響き、私の身体は一気に熱を発した。

　頬が彼の胸板に当たって、直に彼の熱と匂いを感じてしまう。それがまた、私の羞恥心をかき立てていく。

　私の心臓を壊れそうなほどドキドキさせている張本人である広瀬くんは、私を抱きしめたまま、耳元で囁いてきた。

「亜沙子が好きな男って、新見さんだろう？」

「え……？」

　どうしてここで新見の名前が出てきたのだろうか。

　あまりに不思議でポカンと口を開けたまま硬直していると、彼は懇願するように再び囁いてくる。

「亜沙子を捨てた男なんて忘れろよ。それも、次は亜沙子の後輩に手を出すなんて許せねぇ」

「えっと……え？」

　呆気に取られている私の様子が気になったのだろう。

　広瀬くんは腕の中から私を解放すると、どこか困惑めいた表情で私の顔を見つめてくる。

「亜沙子が未だに好きな相手は……新見さんじゃないのか？」

「ちょっと、止めてよね！　私と新見が付き合うなんて絶対にあり得ないわよ。あんなドＳ！」

「……」

「あの隠れドＳは、ここ数年誰とも付き合っていなかったわよ。もちろん、私とだって付き合っていないわ。新見は、ようやく紅子ちゃんを捕まえて幸せいっぱいなのよ？　そんな相手を私が好きなわけない」

　そういえば、と思い出す。以前、社員食堂で新見と相席した際に、広瀬くんは『亜沙子を冷たく振った挙げ句、同じ部の女に手を出すような男。亜沙子にふさわしくない』などと言っていなかったか。

　あのときは、すぐに新見と紅子ちゃんが戻ってきたためにあやふやになって話が終わってしまったが、広瀬くんは新見と私の関係を勘ぐっていたというのか。

　やめてよね、と眉間に皺を寄せて全否定する私を見て、広瀬くんは呆然としている。

「てっきり、新見さんのことが好きなんだとばかり……」

「違います。私は一年前までは社外の男と付き合っていたけど、今は誰とも付き合っていないし！　キャッ！」

　なぜか再び広瀬くんに抱きしめられ、私は目を白黒させた。手にしていた缶ビールが入ったビニール袋が音を立てて落ちる。

　ギュッと力強く私を抱きしめながら、広瀬くんは心底安心したように呟いた。

「よかった……。あんなすごい人と渡り歩くのは正直しんどかったから」

「……確かに新見はいろんな面ですごいヤツだけど。広瀬くんだって」

「俺がなんだって？」

「っ！」

　私は慌てて口を閉ざして視線を泳がせる。今、彼に何を言おうとしていたのだろう。

　広瀬くんだってすごいじゃない、と彼を褒める言葉を口にしようとしていなかっただろうか。

　急に恥ずかしくなった私は、そこでようやく今の状況を把握して顔を赤らめた。

　広瀬くんが私を抱きしめている。そのあり得ない状況に、どうしていいのかわからなくなってしまった。

　私が黙ったのをきっかけに、彼まで黙り込んでいる。

　何か話してほしいと願っている私だったが、自分も広瀬くんと同様で何も言えなかった。

　ただ、彼の体温が心地よく、なぜかこのまま抱きしめ続けてほしいなんて感情まで生まれてきてしまう。

　ようやくその感情の危うさに気がついた私は、我に返って彼に声をかけながら仰け反った。

「広瀬くん……は、離して」

「じゃあ、教えて？　亜沙子の好きな男って誰なんだ？」

「っ」

「元彼？」

「絶対に違う！　もうこの話はいいでしょ？　とにかく離して」

「……離して、ほしい？」

「っ」

「離してほしい、って本当に思っている？」

「……」

「なぁ、亜沙子」

　強引に部屋に連れ込まれ、そして半裸の広瀬くんに抱きしめられている。

　一方的にこんなことをされたのなら、普通は怒っていいはずだ。彼を叩いたって、誰も文句は言わないだろう。

　だけど、離してほしくない。そんな感情が私の中にあるのも事実だ。

　広瀬くんにあれこれとアプローチされている間に、私はすっかり絆されてしまっていないだろうか。

　いやいや、そんなことはないはずだ。ただ、私は酔っ払っているだけ。それだけのはず。

　とにかく離れろ、私！　そう自分を詰りながらも、どうしてなのか私の本能は離れたくないと訴えているように感じてますます戸惑ってしまう。

　葛藤を続けながらも、この状況は非常にマズイと自分を制する。私は彼の胸板を押して、強引に離れた。

「えっと、あの……そうだ！　ビール呑まない？」

「ビール？」

　そこでようやく足元に缶ビールが入ったビニール袋が落ちてしまったことに気がついた。

　だが、その缶ビールを見て、先ほどの怒りが込み上げてしまう。

「広瀬くん、ヤケ酒に付き合って！」

　ビニール袋の中から缶ビールを取り出し、一本を彼に差し出す。それを強引に彼に押しつけたあと、私はもう一つ取り出してプルトップを開けた。

　そして、勢いよくビールを呑む。炭酸の刺激が気持ちいい。そのあとに口に広がるのはホップの苦みだ。

　プハッと声を出しながら缶から口を離して、広瀬くんにも勧める。

「広瀬くんも、どうぞ」

「……」

　何か言いたげな様子の広瀬くんだったが、黙ってビールに口をつけた。それを見届けたあと、私は缶ビールを呑み干す。

　一本目が終わり、二本目に手を伸ばそうとしたのだが、その手は広瀬くんに掴まれてしまう。

「宴会でも呑んだだろう？　すでに酔っ払いになっているんだから、それ以上は止めておけ」

「ヤダ！」

「ヤダって……」

　即答して断った私を見て、広瀬くんは呆れ顔だ。だが、それがなんだか面白くなくて、広瀬くんの手を払いのけて缶ビールを掴む。そして、それを一気に煽った。

　恐らく完全なる酔っ払いになっているのだろう。身体が火照っていて、酔いが回っていることは自分でもわかっていた。

　酔いのせいなのか、それとも先ほどの新入社員たちの陰口に傷ついているのか。

　なぜだか泣きたくなってしまった。鼻を啜って目を擦る私を見て、広瀬くんは慌てた様子で労ってくれる。

「おい、亜沙子。どうして泣いている？　大丈夫か？」

「大丈夫ー！　だって婚期逃しそうな年増のババアは、そんじょそこらのイヤミにだって負けないもーん」

「……なんだよ、それ」

　怒りが含まれた彼の低い声に、私は目を丸くさせた。だが、そこは酔っ払いだ。

　広瀬くんの怒りにも鈍感になっているようで、私は盛大にため息を零した。

「言われてたんだもん。年増のババアが、広瀬くんに近づくのが許せないんだって。引っ込んでろーって」

「……」

「はぁ……。確かに三十路に足突っ込んでいるしねぇ。あの子たちがそう言いたくなるのもわからないでもないんだよねぇ」

　肩を落とす私に、広瀬くんは依然として低い声で言う。

「亜沙子が俺に近づいているんじゃない。俺が亜沙子を口説いているんだ。どこのどいつだ。そんな失礼なことをいうヤツは」

「さぁ、誰でしょう？」

「亜沙子」

　どうしてこんな話を広瀬くんに話してしまったのか。

　どうやら、本当に先ほどの陰口が身に染みているようだ。それに、かなり酔っ払ってしまっている。

　感情のままに言動をしている時点で、相当酔っているのだろう。

　これでは絡み酒になってしまう。だからこそ、とぼけてこの話を終わらせようとしたのに、広瀬くんはそれを許してはくれないようだ。

「言えよ、亜沙子」

「言わなーい」

「亜沙子！」

　こちらに向けられている鋭い視線から、広瀬くんがどれだけ怒っているのかがわかる。

　だが、そんな彼を見ていたら、なんだか胸が切なくなってキュンと鳴いた。

　私のことを心底心配してくれる人がいる。それだけで充分な気がしたのだ。

　ああ、やっぱり私は広瀬くんに絆されてしまっている。だけど、そんな自分は嫌じゃない。

　陰口のことを改めて思い出して心の中がモヤモヤしていたが、今はなんだか心が温かく感じられた。

　先ほどとは打って変わってご機嫌になった私に対し、広瀬くんは未だにしかめっ面をしている。

「亜沙子は、俺に何をしてもらいたい？」

「え？」

「俺が亜沙子を口説くことで、亜沙子に迷惑がかかっていることを改めて知った。だが、俺は口説くのを止めようとは思わないし、止めてやれない。すまない」

　頭を勢いよく下げたあと、彼は顔を上げて私の目をまっすぐに見つめてきた。

　その視線に情熱的なものを感じて、思わずドキッとしてしまう。

　キュッと胸の辺りで手を握りしめていると、彼は真摯な瞳で懇願してくる。

「だから、言って？　口説くのをやめてくれという以外で、亜沙子の望みを叶えたい」

「……」

　別に気を遣ってもらいたくて言ったわけじゃない。だけど、一つだけ望みがあった。

　今の彼なら答えてくれるかもしれない。

　ある種の好奇心に駆られた私は、彼に問いかけてみた。

「広瀬くんに、聞きたいことがある」

「なんだ？　亜沙子」

　キュッと唇を結んだあと、私は彼の腕の中から顔を上げた。そして、髪が濡れていつも以上に大人の色気を醸し出している広瀬くんを見つめる。

　広瀬くんにジッと熱い視線で見下ろされていて、かなり動揺が走ったが、それでも私は聞かずにはいられなかった。

「広瀬くん……腰の辺りを見せてもらいたいの」

「……」

　口を閉ざしたままの彼に近づき、彼の腰辺りに触れる。そこには、きっとセクシーな腰えくぼがあり、右腰にはホクロがタオルで隠されているはず。

　溺れてしまい記憶が定かではなかった私が、唯一覚えていた証。やさぐれていた私の心と身体を救ってくれた男性の手がかりだ。

　もし……もしも、魅惑的な腰えくぼとホクロの持ち主が広瀬くんと同一人物だったとしたら、私はどんな感情を抱くことになるのだろう。

　万が一、私を助けてくれた彼が広瀬くんだったら……？

　やっぱり私は広瀬くんにからかわれていたということになるのだろうか。

　私を助けたことがあるとわかっていながらも名乗りを上げないのは、私を恋愛ゲームのターゲットとしてしか見ていないからかもしれない。

　それがもし本当だったら……。私は今後、どんな気持ちを抱くことになってしまうのだろうか。

　胸をドキドキさせながら広瀬くんを見つめると、彼は静かな口調で私の名前を呼ぶ。

「亜沙子」

「は、はい！」

　自分の気持ちを落ち着かせることだけに必死になっていた私は、慌てて返事をした。

　そんな私に、広瀬くんは腰を屈めて耳元で囁いてくる。

「どうして、俺の腰を見たいんだ？」

「えっと……」

　なかなか言い出せない私に呆れたのか。広瀬くんは、小さく息を吐き出した。

　彼は、何かに勘づいてしまったのかもしれない。

　身体を硬直させた私を、広瀬くんは訝しげに見つめてくる。だが、すぐに面白くなさそうに顔を歪めた。

「見せない」

「え」

　断られたことに唖然とした私だったが、すぐに考えを改める。確かに突然「腰を見せて」などと言われて「はい、どうぞ」なんて普通なら見せないだろう。

　納得はするが、折角のチャンスを棒に振ってしまったことが残念でならない。

　ケチ、と悪態をつく私に、広瀬くんはなぜか食らいつく勢いで問いかけてきた。

「亜沙子は言っていたよな。好きな男がいる、と」

「え？」

「亜沙子が好きな男。もしかして、腰の辺りになにか目印でもあるのか？」

「っ！」

　身体がビクッと震えてしまう。そんな反応をしてしまえば、肯定しているも同然だ。

　すると、彼は私の手から缶ビールを取り上げたあと、それをテーブルに置いた。

　彼の行動をジッと見続けていると、いきなり私を抱き上げてきた。

「ひ、広瀬くん!?」

　慌てた私の声が部屋に響く中、彼は私を少々強引に二つ並べてあった布団へと下ろした。

　慌てて起き上がろうとしたのだが、彼に強引に組み敷かれてしまう。

　視界には天井ではなく、広瀬くんの顔が映っている。彼と視線が絡み合った瞬間、身体が熱を帯びた。逃げ出したいと思っているのに、視線をそらすことができない。

「なぁ、亜沙子。調べてみるか？」

「え？」

　まさか、本気で見せてくれるつもりなのか。驚きのため、目を見開いてしまう。

　しかし、この時点で私は落胆してしまった。

　広瀬くんが、魅惑的な腰えくぼとホクロの持ち主ではないということが判明したからだ。

　というのも、躊躇なく見せると言ったのは、彼の腰には別段これといって何もないからなのだろう。

　そして、彼の記憶には私を助けたという事実はない。広瀬くんは、私を海で救い出してくれた人ではないのだ。

　なぜかそれが寂しくて悲しくて……感情を持て余してしまう。

　だが、ふと我に返って、先ほどの彼の言葉を思い出してみる。

　調べてみるか？　確かにそう言ったはずだ。ということは、もしかしたらまだ望みはあるかもしれない。

　腰の辺りに〝なにか〟があるからこそ、「調べてみるか？」などと聞いてきたという可能性だって捨てきれない。

　しかし、同一人物だったとしたら、どうして私を海で助けたのは自分だと言わないのだろう。やっぱり私をからかっていたからだろうか。

　そんな懸念があるのに、どうしてそんなに魅惑的な腰えくぼとホクロの持ち主が広瀬くんと同一人物であってほしいと願ってしまうのか。

　自分の考えも気持ちも整理できなくて、ただただ戸惑いが先行してしまう。

　私は、覚悟をして小さく頷く。だが、彼は意地悪な表情で口角を上げた。

「だが、条件がある」

「条件？」

「ああ。俺を蕩けさせてみろ」

「は……？」

「俺は躊躇しないことにしたから」

「えっと、何を言いたいのかさっぱりわからな……っふ、んんん!!」

　広瀬くんは私に覆い被さり、いきなり激しいキスをし始めた。

　角度を変え、何度も何度も唇を重ねる。息をつく間もないほど、深く情熱的なキスが降ってきた。

「ふっ……ぁ、ん」

　鼻に抜けるような声が、静かな部屋に響き渡る。

　私に覆い被さって、広瀬くんは何度も何度もキスを仕掛けてきた。

　ゆっくり唇が離れるも、彼は私の目を見つめつつ挑発してくる。

「俺を蕩けさせてみろよ？　グズグズに蕩けてしまえば、バスタオルを取り外して腰の辺りを見ることができるだろう？」

「！」

　確かにそうなのだろうが、彼を蕩けさせる高度なテクニックなど持ち合わせていない。

　秘密は知りたい。だけど、彼を蕩けさせるなんて無理だ。

　彼からのキスが甘く情熱的で、身体はいうことを聞いてくれない。もちろん、彼の腰に巻き付けられているバスタオルを外す力も出ない。

　そんな私を見て、広瀬くんは再び顔を近づけてキスをしてくる。

「っぁ……はぁ、んん」

　私に話す余裕を与えず、ただただ広瀬くんは甘く激しい、そして深い口づけを仕掛けてくる。

　何度も角度を変え、舌を絡ませ、唾液の音を立てるキスは、腰が震えるほど官能的だった。

　私はそのキスに応えるように、彼の頭を引き寄せて快感が走るたびに彼の髪を乱していく。

「広瀬く……っ」

　身体のラインを辿るように、彼の大きな手のひらが私の身体に触れていく。

　どんどん心と身体を彼によって開かされていく。そんな感覚がした。

「俺を蕩けさせないと、バスタオルが取れないぞ？　いいのか？　亜沙子」

「ふぅ、あ……っ」

　甘ったるい吐息は幾度も零れ落ちる。だが、身体は彼に与えられた熱情により、私の意思では動けない。きっと、広瀬くんからの指令でなければ、動かないのだろう。そんな気さえしてきてしまう。

「亜沙子、好きだ」

「はぁ……ぁ……あぁん」

「嫌なら、蹴ってでも逃げろ。逃げないなら……お前を抱くから」

「広瀬く……っ！」

「他の男の体温なんて忘れちまえよ。俺のだけ……覚えてろ」

　首筋に彼の歯が当たる。甘い痛みを覚えた身体はもう……広瀬くんから逃げられないと思った。

　それに、逃げたいと思っていない自分がいて驚きが隠せない。彼の手に流されたいと思っていることも――本心だった。

　彼の大きな手が、私の身体を弄ってくる。このまま浴衣の帯を解いて、生まれたままの姿を広瀬くんに見せてしまうのだろうか。

　想像しただけで、ドキドキしてしまう。嫌悪感なんて、どこにもない。それが答えなんだよ、と身体に言われたようで居たたまれなくなる。

　だけど、気づかされてしまった。

　唇が、手が、目が、吐息が……彼は全身全霊で、私のことを愛してくれているのだ、と。

　年上女をからかうだけ、恋愛ゲームのためだけに私に近づいてきているのかもと思っていたのだが、それは違うと彼のすべてで知らされることになってしまった。

　それを自覚したら、何もかもを広瀬くんに捧げたくなってしまう。

　海で心と身体を助けてくれた男性のことばかり、ここ最近は考え続けていた。

　どうしたら彼に会えるのか。見つけ出すことができるのか。似たような身体の持ち主をチェックし続ける毎日。

　だけど、今。私の目には、広瀬くんだけしか見えない。

　どこでどうなって広瀬くんに気持ちが傾いたのかはわからない。だけど、確実に言えることは、今は私を助け出してくれた彼より広瀬くんに気持ちが傾いているという事実。

　広瀬くんの手が帯に触れた。このまま解かれて、何もかもを捧げてしまうのだろうか。

　身体と頭がフワフワとしていて夢見心地だ。広瀬くんに愛撫されて身体が蕩けてしまったことと、酔いがここに来て回ってきてしまったからなのだろう。

　これから起きるであろうあれこれを想像してドキドキしていたのだが、ピタリと彼の手が止まってしまった。

　え、と驚いて彼を見上げると、「今夜はここまで」と言って広瀬くんは柔らかくほほ笑んだ。

「次、俺のところに飛び込んできたら……そのときは容赦しないから」

「広瀬くん？」

「ほら、眠った方がいい。眠そうだ」

　それだけ言って唇に何度かキスをしたあと、私に布団をかける。そして、広瀬くんは隣に入り込んで私を抱きしめると、寝息を立てて眠ってしまった。

「えっと……。広瀬くん？」

　背後から抱きしめられてしまい、彼の顔を見ることができない。だが、恐らく気持ちよさそうに眠っていることだろう。

　まさか寸止めをされるとは思っていなくて、ただただ唖然としてしまう。

　自分の気持ちに気がつき始めている今、私は彼に抱かれてもいいと期待をしていた。だからこそ、身体が火照り疼いている。

　だけど、これでよかったのかもしれない。勢いでセックスしてしまったら、本心が見えなくなる。

　ここは、じっくり彼のこと、そして自分の気持ちを考える時間が必要だろう。

「もう……これじゃあ、腰を確認できないわ」

　ガッシリと背後からホールドされていては、腰の辺りに二つのえくぼがあるのか確認できない。もちろん、右腰に隠されているかもしれないホクロもだ。

　小さくため息をつきつつも、なんだか可笑しくなって声を抑えつつ笑ってしまった。

　私が酔っ払った状態でセックスしたとしても、意味はないと広瀬くんは考えたのだろう。

　気持ちがないセックスなんて、空しいだけ。快楽を求めているそのときはいいかもしれないが、あとに残るのはただ後悔だけだろう。

　それがわかっているからこそ、無理矢理私を奪うことはしなかったのかもしれない。

　彼は、私の気持ちも欲しいと願ってくれている。それが、とても嬉しかった。

　背後から聞こえる彼の規則正しい寝息を聞いていたら、私まで眠くなってしまう。

　もともとアルコールをかなり摂取していたので、すぐに瞼は重くなっていく。

　ふわわ、と一つ大きなあくびをしたあと、私もゆっくりとまどろみの中へと誘われていったのだった。
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「清田さん。本当にもう大丈夫ですか？」

「う、うん。心配かけてごめんね」

「いえ……大丈夫ならいいんですけど。二日酔いにはなっていませんか？」

「すっかり元気。本当にごめんね」

　心底心配してくれている紅子ちゃんに申し訳なさを抱きながら、私は必死に大丈夫だと何度も取り繕った。

　紅子ちゃんの隣にいる新見が何か意味ありげに笑っているのを見ると、居心地が悪い。

　あの顔は、事情を読み取っているからなせる表情だろう。

　探られでもしたら、絶対にボロを出してしまう自信がある。何が何でも新見と口を利かないようにしなければ。

　私は、内心盛大にため息をつきながら、紅子ちゃんに笑いかけた。






　結局、昨夜は広瀬くんとは何もなかった。

　そんなふうに言うと語弊があるかもしれないが、所謂一線を越えるようなことはなかったのだ。

　情熱的なキスを何度もされ、あの大きな手のひらが私の身体を這い回った。

　このまま浴衣の帯を解かれ、何もかもを広瀬くんに曝け出してもいい。そんな覚悟が、あのときの私にはあった。

　いや、抱きしめてもらいたいとどこかで願っていたようにも思う。

　だが、結局は広瀬くんの指は浴衣の帯を解くことはなかったのだ。

『次、俺のところに飛び込んできたら……そのときは容赦しないから』

　それだけ言うと彼は啄むようにキスを何度か繰り返したあと、穏やかな寝息を立て眠ってしまった。

　どこかで覚悟を決めていた私としては、彼のそんな態度に拍子抜けしてなんとも言えない気持ちになったのは仕方がないと思う。

　彼に背後から抱きしめられていたため、私は彼の表情を確認できずにいた。だが、すっぽりと彼の腕の中に収まり心地よい熱を感じていると急に眠気が襲ってきてそのまま眠りこんでしまったのだ。

　朝、目が覚めると、隣には眠りこけている広瀬くんがいてドキッとしてしまった。

　無防備な寝顔には、どこか母性を擽るものを感じてしまうのだと初めて知った私。

　あのとき、布団をめくれば彼の腰の辺りを見る事は可能な状況だったと思う。だが、それは止めておいた。

　私を海で助けてくれた男性が広瀬くんじゃなかったとしても、広瀬くんの手を取る。それだけは確信できたからだ。

　きっと私は、広瀬くんをもっともっと好きになる。

　海で助けてくれた男性より、もっと……。自信を持って言える自分に気がつき、なんだか少し嬉しかった。

　彼の寝顔を見つめながら、必ず自分の気持ちを告げようと心に誓っていたときだった。

　カーテンの隙間から差し込んできた光を浴び、ようやく自分の置かれている状況に青ざめたのである。

　昨夜、私は同室である紅子ちゃんに連絡せず、広瀬くんの部屋で一夜を過ごしてしまった。その事実に、そのときになってようやく気がついたのだ。

　新見に連れ去られていない限り、紅子ちゃんは部屋に戻っているはず。

　それなのに、いつまで経っても私が帰って来なければ心配しているだろう。

　すでに遅いかもしれないが、それでも早く部屋に戻って紅子ちゃんに謝罪した方がいい。

　そう判断した私は広瀬くんに何も言わずに部屋を飛び出して、紅子ちゃんがいるであろう私たちの部屋に慌てて戻ったのだが……。

　紅子ちゃんが私を見ての第一声が『二日酔いは大丈夫ですか？』だったことに驚きを隠せなかった。

　そこで、すでに広瀬くんによって根回しが済んでいたことを知ったのだ。

　紅子ちゃん曰く、昨夜広瀬くんがこの部屋を訪れて、私が広瀬くんの部屋に泊まる旨を伝えてくれていたらしい。

『宴会が終わったあと、ビールをたくさん呑んで千鳥足になっていた清田さんを広瀬さんは自室に休ませてくれたんですってね』

『え、えっと』

『広瀬さん、清田さんに部屋を譲って自分は違う部屋で眠ることにするからって言いに来てくれたんです』

　と紅子ちゃんから聞いたときは、膝から崩れ落ちそうなほど安堵した。

　私が眠りこんでしまったあと、広瀬くんは布団から抜け出し、わざわざ紅子ちゃんにそれとなく真実味がありそうな嘘をついてくれていたようだ。

　先に彼が眠ったとばかり思っていたのだが、寝たふりをしていたのだろうか。

　私があとで困らないように、と広瀬くんは根回しをしてくれていた。

　彼の優しさをまた一つ感じ、胸がキュンと切なく鳴いたのは言うまでもない。

　この一件で、ますます彼のことを意識せずにはいられなくなってしまった。

　私、清田亜沙子は、二つ年下のスーパールーキーであるエンジン開発部のエース、広瀬健二に恋をしてしまったらしい。

　その甘い恋心に気がついた私の胸は、ドキドキを通り越して壊れてしまいそうだ。

　海で私の心と身体を助け出してくれた男性のことが気になるといえば、気になる。

　だけど、その男性よりも広瀬くんに気持ちが動いているということは、紛れもない事実だ。

　広瀬くんには、折を見てきちんと話した方がいいだろう。

　初めからすべて。海で溺れてしまったあの日のことも含めて、全部打ち明けよう。

　そして、「貴方が好き」と正直に白状してしまえば、きっと何かが変わるはず。今は、そう信じていたい。

　帰りのバスも、昨日と同じ座席だ。となれば、広瀬くんが私の隣に座るはず。その場には会社の面々がいるから告白なんて大層なことはできないが、時間を作ってほしいとお願いすることは可能だろう。

　そう思っていたのだが、彼は一番前の座席に移動してしまっていた。

　私と距離を置きたいと思っているのかも、と胸がツキツキ痛んだが、どうやら幹事である先輩のお手伝いをするために移動していたようだ。

　遠目から彼を見つめ、彼を目で追っていることに気がついて頬が熱くなる。

　広瀬くんへの気持ちに気がつくまでは、彼が私を海で助けてくれた男性だといいなと身体のラインを舐めるようにして共通点を探そうと必死だった。

　だけど、今はどうだろう。広瀬くんのことしか考えられない自分がいる。それが、すべての答えなのだろう。

　あの大きな手は私の身体に触れ、あの形のいい唇で何度も何度も私の唇を食んでいたなんて……。

　彼を見つめるたびに、思い起こされるのは昨夜の出来事ばかり。

　昨夜を思い出すと、顔から火が出てきそうだ。だからこそ、何が何でも今は平常心を心がけなくてはいけない。

　私が真っ赤な顔をして狼狽えていたら、紅子ちゃんが「やっぱり体調が悪いんじゃないですか？」と言って心配してしまうからだ。

　とにかくこれ以上墓穴を掘るわけにはいかない。そう思って無理矢理彼の存在を忘れようと努力はしたのだが……。

　帰りの道中、結局ずっと広瀬くんの存在を意識し続けてしまい、私の視線はすべて彼に奪われてしまっていた。

　それは、社員旅行から帰ってきたあとも継続してしまっている。

　何より困っているのは、社員旅行から帰って来てから、ますます広瀬くんが私を甘やかしてくるようになったことだ。

　そんなふうに彼は私に好きだという気持ちをぶつけてくれているのに、未だに私は彼に告白ができていない。自分の度胸のなさに、涙が浮かんでしまう。

　何かきっかけがほしい。そう願っていた私の耳に飛び込んできたのは、広瀬くんが身体の調子が悪くて早退したという情報だった。

　だが、その情報を私にリークしてきたのは、私の同期である新見と近江。なんとなく意味深な笑みを浮かべて言われたため、最初は嘘だろうと疑っていた。

　彼らが言う話を鵜呑みにすれば、先ほど広瀬くんと社内ですれ違ったらしく、そのときに彼から体調が悪いことを聞いたというのだ。

　確かに昼間、食堂で会ったときの広瀬くんは少し元気がなかったかもしれない。

　彼の今日の様子を思い出していると、近江に書類と住所が書かれた紙を手渡された。

『これ、広瀬くんに渡しておいてもらえないかな？　借りていた資料で、早く返したいけど私は忙しくてね』などと言われて渋々彼の家に行くことになってしまったのだ。

　御曹司であり上司である近江に「申し訳ないけど」などと言われたら、さすがに断れない。

　だが、広瀬くんのマンションのインターホンを押すときになって、ようやくこの一連の流れに違和感を覚えたのだ。

　まず、広報総括部長である近江とエンジン開発部の広瀬くんが直接仕事に関わってくることはないはずだ。

　百歩譲ってモーターショーなどでエンジンの説明をするためにと広瀬くんに教示を求めていたとしても、わざわざ彼の家にまで行って書類を渡す必要があるだろうか。社内で事が足りるだろう。

　あの二人に嵌められたかも、と今になって勘づいても時すでに遅し。インターホン越しから広瀬くんの声が聞こえた。

『亜沙子？　え？　どうしたんだ？』

　カメラは私の顔をバッチリ映していて、広瀬くんにはインターホンのディスプレイ越しに私の顔が見えているはずだ。今更逃げても仕方がない。

　小さく息を吐き出したあと、近江に手渡されたＡ４サイズの茶封筒をカメラに向けた。

「これ、広報統括の近江部長から預かってきたんだけど」

『ありがとう。鍵は開けておくから、部屋にあがってきて』

「え？　ちょ、ちょっと！」

　もしかしたら、立ち上がるのも困難な状況なのだろうか、と青ざめる。早く彼の元に行った方がいいかもしれない。

　足早にエレベーターに乗って彼の部屋の階まで辿り着いたとき、そこでようやく手ぶらで来てしまったことに気がついた。

　彼の体調が心配で早く顔を見たかったとはいえ、お見舞いの品を何も買わずに来てしまったことに頭を抱える。

　だが、ここまで来てしまった以上はどうしようもない。もし、何か欲しいものがあれば、このあと買いに行って差し入れしてもいいのだから。

　今はとにかく広瀬くんの無事を確認することが先だ。

　私は玄関の扉を開きながら「お邪魔します」と中にいるであろう広瀬くんに声をかける。

　だが、返事がない。もしかしたら、声が出せないほど辛いのだろうか。

「広瀬くん、大丈夫!?」

　慌ててパンプスを脱ぎ捨て、明かりがついている部屋の扉を開く。

　すると、そこにはダビデ像もビックリするであろうキレイな裸体を晒している広瀬くんがいた。

　服を全く着ておらず、パンツさえも穿いていない。正真正銘裸体の後ろ姿だ。

　引き締まったお尻が剥き出しで、何より腰も露わになっていた。

　そこには、セクシーな腰えくぼと右腰辺りにはホクロが一つ……。それは、私の記憶にしっかりと残されていた魅惑的な二つの凹みとホクロだった。見間違えるわけがない。私を助けてくれた男性の身体にあった腰えくぼとホクロが瓜二つ。私は、あまりの驚きに目を見開いてしまう。

　一方の彼は暢気にミネラルウォーターのペットボトルに口を付けて、顔だけ後ろを振り返って私を見つめていた。

「亜沙子？」

「っ！」

　広瀬くんに声をかけられて、ようやく現実へと意識が戻ってきた。

　私は咄嗟に視線をそらし、そこでようやく息を吐いた。ビックリしすぎて息さえも忘れてしまっていたようだ。

「ちょ、ちょっと！　風邪なんでしょ？　なんで服を着ていないのよ。服どころか、パンツだって！」

「そんなこと言われても……。家にいるときは、常に裸だし」

「いやいや、待ってよ。風邪のときぐらい、きちんと服を着ようよ。寒くないの？」

「……ちょっと寒い」

「バッカじゃないの!?　ほら、早く何か着て……」

　辺りを見回して何か羽織るものはないかと探していると、突然腕を掴まれた。

「ひ、広瀬くん!?」

　私の腕を掴んできたと思ったら、そのまま引っ張られてベッドルームに連れ込まれてしまったのだ。

　抗議の一つでも言ってやろう、とその腕の中から抜け出そうとしたのだが、彼にギュッと抱きしめられつつ幸せそうな声で囁かれてしまい強気になれなくなってしまった。

「こうしていれば温かい。服なんて着なくても、亜沙子がいればそれでいい」

「な、何を言って」

　耳元で甘いバリトンボイスが響く。そういえば、海での彼はこんな声で私を叱咤してくれていた。やっぱり、私を助けてくれた男性は……。

　彼の腰辺りにあったセクシーな腰えくぼとホクロは、海で私を救ってくれた男性と同じものだと思う。

　私は確信を持って、彼に聞く。

「ねぇ、広瀬くん。君の腰のところ、凹みが二つあったよ。それに、ホクロも」

「……」

「私、海で溺れたときに助けてくれた人をずっと探していたの。でも、その人の顔は覚えていなくて。覚えていたのは、腰えくぼとホクロのみ。ねぇ、広瀬くんが私を助けてくれたんでしょ？」

　私がここ数ヶ月探していた答えを導きだそうとしていると、広瀬くんは私をキュッとキツく抱きしめてきた。

「……バレちゃったか？」

「うん。でも、どうして？」

「ん？」

「どうして私を助けたことがあるって言わなかったの？　社員旅行のとき、腰を見せないなんて言ったの？」

　どうして私に真実を告げようとしなかったのか。理解できない。

　広瀬くんの目をジッと見つめていると、彼は小さくため息をついたあとに困ったようにほほ笑んだ。

　まだ答えをもらっていないが、さらに私は質問を続けた。

「もしかして合コンのとき、海で助けたのが私だって気がついていたの？　だから、私に会うために合コンに参加しようとした？」

「ああ」

　驚きの事実に目を丸くさせた私だったが、もう一つ彼が魅惑的な腰えくぼとホクロの持ち主だというヒントがあったことに気がつく。

「もしかして、合コンの夜。キスされたのは二回だったのに、三回だなんて言ったのは……！」

「人工呼吸もカウントされるだろう？」

「それじゃあ……！」

　どうして今まで名乗り出てくれなかったのか。恨みがましい気持ちを抱いて彼を睨んだのだが、急に広瀬くんが真面目な顔をするものだからビックリして目を見開いてしまう。

「亜沙子」

「は、はい」

　あまりに広瀬くんが真剣な顔をしているものだから、緊張してしまう。

　声を上擦らせながらも返事をすると、彼の大きな手が私の頬に触れた。

　驚いて息を呑んでいると、彼は目を細めて言う。

「吊り橋効果って知っているか？」

「吊り橋効果……」

「そう。危機的な状況で困難を救ってくれた人が魅力的に映ってしまい恋愛感情を抱いてしまうという効果だな」

「う、うん」

　意味はわかっている。だが、どうして突然そんなことを言い出したのか。理由がわからない。

　首を傾げると、広瀬くんはなぜか視線をそらして唇を尖らせた。

「吊り橋効果で俺のことを好きになってくれたとしても嬉しくないと思った」

「え？」

　目を瞬かせる私に、広瀬くんはばつが悪そうに言葉を吐き出した。

「だから、俺が亜沙子を助けた男だってことは言い出せなかったんだよ」

「なによ。それ」

　理由がまさかそんなことだなんて思っていなかった。唖然として彼を見ると、耳が真っ赤になっている。

　驚いて次に彼の顔を見ると、顔も真っ赤になっていた。目を泳がせ、どこか居心地が悪そうだ。

「でも、社員旅行の夜。亜沙子の好きな男は腰に何かがある男だってわかったときにピンときた。亜沙子は海で助けてもらった男のことが好きなんだと。それは、イコール俺のこと……だよな？」

「うん。そこまでわかっていて、どうして抱かなかったの？」

「確かに絶好のチャンスだったよな。亜沙子が好きな男は自分だってわかったんだし。でもな、それって命を助けたからだろう？　まさに吊り橋効果だ」

「広瀬くん……」

「俺は命の恩人としてではなく、一人の男として亜沙子に愛してほしかったから、あのとき抱かなかった」

「え？」

　広瀬くんは私をベッドに押し倒し、覆い被さるような形で身体を密着させてきた。

　彼は私の顔の横辺りに手をつき、まっすぐ見下ろしてくる。

　ドキッとするほどの近い距離、そして真摯な瞳に、胸の鼓動が段々と速まってしまう。

　息を呑んだ私に、広瀬くんは静かに、だけどはっきりと伝えてきた。

「好きだ」

「っ！」

「ずっと……好きだった」

　まっすぐな気持ちは、私の心を貫いていく。トクンと胸が鳴き、切なさに呼吸を忘れてしまいそうだ。

　今までにも何度か気持ちを打ち明けられてはいた。だが、そのどれよりも胸を打つ。

　キュッと唇を窄めたあと、私は緊張で掠れた声で彼に聞く。

「海で私を助けてくれたときから？」

「いや。もっと前だ」

「え？　どういうこと？」

　私と広瀬くんは、実家近くの海で初めて出会ったはずだ。

　もしかして、社内で私のことを見かけていて気持ちを寄せてくれていたのだろうか。

　不思議に思って正直にそう伝えると、彼は小さく笑った。

「さぁ、どういうことだろうな」

「広瀬くん!!」

　またも返事をはぐらかすつもりか。だけど、今回ばかりは許さない。

　眉間に皺を寄せて彼を見上げていると、「じゃあ」と彼が切り出してきた。

「教えてもらいたかったら言えよ」

「え？」

「亜沙子の気持ち」

「っ！」

「教えて？　亜沙子」

　広瀬くんはもう知っているはずだ。私が海で助けてくれた男性――広瀬くん――に好きという気持ちを抱いていたことを。

　だが、それは抜きにして一人の男として好きかどうかを聞いているのだ。

　それを、私の口で、私の言葉で知りたいということなのだろう。

　私は腕を伸ばし、彼の首に巻き付けた。そして、グイッと引き寄せて挑発するように彼の唇を奪った。

　ポロリと零れ落ちた涙は、頬骨を通って、やがてシーツに染みを作る。

　呆気に取られている広瀬くんを見つめ、私は泣き笑いをした。

「吊り橋効果でも好きになっていたし。広瀬くんが私を助けてくれた男性だと知らなかったときも、すでに君のことが好きになっていた」

「亜沙子」

　広瀬くんが息を呑んだのがわかった。そんな彼に、私は顔をクシャクシャにして強がりを見せる。

「二度も私を好きにさせたんだからね！　責任取ってよ」

　私の言葉を聞いて目を丸くさせた広瀬くんだったが、次の瞬間満面の笑みで頷いた。

「もちろん、喜んで」

　お互いがほほ笑み合い、甘酸っぱい空気を楽しんだあと、フッと視線が絡み合う。

　蠱惑的な空気が立ちこめたと思ったら、そのまま広瀬くんにキスをされていた。

「っふ……ん」

　頬にかかっていた髪を、彼の長い指は掻き上げながら払う。剥き出しになった耳を指先で愛撫してくる。

　ゾクリと背筋に甘い痺れが走り、顎を上げてしまう。すると、必然的にキスをおねだりしたみたいな形になり、広瀬くんがクスッと声に出して笑う。

「かわいい。キスのおねだり？」

「……」

　そんなんじゃない。そう言おうと思った私だったが、彼のキスが上手すぎるせいでおねだりしたくなっているのも事実だ。

　小さく頷いたあと、私は彼を熱っぽく見つめた。

「そうかも」

「え？」

「キス……もっとしたい」

「っ！」

　息を呑んだあと、広瀬くんが齧り付くように唇に吸い付いてきた。何度も角度を変えて口づけをされ、私は翻弄されていくのを感じる。

　彼の舌が私の唇を舐めてきた。早く中に入れて、そんなふうに懇願しているように、何度も彼の舌は私の唇を舐めてくる。

　ゆっくりと唇を開くと、すかさず彼の舌が入り込んできた。

　厭らしく口内を這い回る舌の動きに、身体の芯がキュンと切なく鳴くほど快感に震えてしまう。

　彼の舌は、私の舌を見つけ出すと絡みついてきた。ザラザラとした部分を擦りつけ合い、ただただお互いの熱を分かち合うことに夢中になる。

　呑みきれなかった唾液が唇の端から零れ落ちるが、それを気にする間もなく何度も唇を合わせ、舌を絡ませ合う。

　ゆっくりと私から離れていく唇を物欲しげに見つめていると、彼は目を細めて淫らな命令をしてくる。

「舌、出して」

　彼のお願いに、私は素直に従っていた。舌をゆっくりともったいぶって出す。すると、広瀬くんはその舌に齧り付き、舌と唇で挟みこんで扱いてくる。

　甘美すぎる刺激に、私は我慢できなくなってシーツを足で蹴った。だが、それだけでは身体に疼いた熱を発散することはできない。

　もっと、もっとしてほしい。私の身体は熱を求め、そして広瀬くんを求めていた。それは、彼も同じだったようだ。

　広瀬くんは熱に浮かされたように、私の着ているものを剥いでいく。

　ジャケット、ブラウス、タイトスカート。ブラジャーとショーツ、そしてストッキングも脱がしてしまった。その早業に、なんとなく面白くなくなってしまう。

「……慣れてる」

「ん？」

「女に慣れているって言っているの！」

　お互い大人と呼ばれる年齢だ。過去に恋人の一人や二人いてもおかしくはない。

　自分だって恋はしてきた。恋人だっていた。だからこそ、彼だけを責めることはできない。

　それはわかっている。だけど……嫉妬してしまうのだから仕方がない。

　面白くないことを隠さずにいる私の目元に、彼はチュッと小さくキスを落とした。

「それはお互いさま。亜沙子、このいやらしいキスは、どの男に教えてもらったんだよ」

「なっ！」

「腰にくるけど……妬ける」

「な、何言って……」

　恥ずかしくなって顔をそらしたのだが、それは許さないと広瀬くんは私の両頬を包み込むようにして逃げ場をなくしてくる。

「ダメ。俺のことを見ていて」

「広瀬、くん？」

「全部丹念に亜沙子を愛して……俺の色に染めてやる」

「っ！」

「このキレイな唇も」

　そう言って彼の長い指は、私の唇に触れた。ふにふにと柔らかさと感触を楽しんでいる彼の指先が擽ったくて身体を捩らせると、次に彼の指が触れたのは首筋だ。

「この白くてキレイな首筋も、そして華奢な肩も」

　彼の指は滑るように首筋から肩へのラインを辿る。そのまま二の腕に指は移動したかと思ったら、広瀬くんは急に私により覆い被さり、柔らかな二の腕をチュッとキツく吸い上げる。

　チクリとした痛みは甘く痺れた快感へと変化する。そこには恐らく真っ赤な痕が残ったはずだ。

「このかわいらしい頂と、白く柔らかな胸」

「キャッ！」

　すでにピンと堅く立っていた頂を指で弾かれたあと、胸の重みを楽しむように揉み上げられた。

　そのまま彼の手はウエストを辿り、ヒップを撫で上げる。

「この茂みに隠された甘い場所も、俺のモノ」

　チュッとおへその辺りに唇を寄せられ、下腹部がキュンと締めつけられてしまった。

　グイッと脚を大きく開かされ、何もかもを彼に曝け出してしまう。

　腰までも上げられ、淫らな格好になったことに羞恥心が込みあげてくる。

　だが、広瀬くんはそれだけでは許してくれない。脚を大きく開かせたまま、彼の舌は太ももを辿り、ふくらはぎを通って、指先を舐め上げてくる。

　その光景をすべて目の当たりにしてしまい、私は恥ずかしさに身体を熱くさせた。

「全部、俺のモノだ」

　グイッと再び腰を上げられ、大きく脚を広げられてしまう。

　見られたくない箇所に視線を感じて、私は身を捩りたくなる。だが、彼にガッシリと脚を固定されていて動けない。だから、せめてもの抵抗をしたくて腕で自分の目を隠した。

　すると、いきなり敏感な場所に息を吹きかけられて、身体が撓る。

　慌てて彼に視線を向けると、彼は真剣な面持ちで言い切った。

「ダメ。きちんと見てて」

「やぁ、恥ずかしい」

　首をフルフルと横に振る私に、広瀬くんは有無を言わせぬ態度で懇願してくる。

「誰に愛されて、誰に身体を突かれるのか。きちんと見ていて」

「広瀬くん」

　彼は、ゆっくりと眼鏡を外してサイドテーブルに置く。だが、その間も絶えず私を見つめ続けて懇願してくる。

「年下の男ではなくて、一人の男として見て。俺も亜沙子のこと、キレイな年上のお姉さんじゃなくて、一人の女として見ているから」

　私の返事を聞く前に、彼は私の脚を自らの肩にかける。そして、花びらを扱うかの如くゆっくりと指で柔肉を開いていく。

　そこはすでに蜜で滑っていて、彼の指が動くたびに淫らな音がした。その音が卑猥すぎて、耳を塞ぎたくなってしまう。

　だが、次の瞬間。そんな悠長なことを言っていられないほどの快感が、私に襲いかかってくる。

「やだ、んん……っ、だ、だめぇ」

「ダメじゃない」

　広瀬くんは指で丁寧に開いた場所にある蕾を何度も舐め上げつつ、私に視線を向けてくる。

　真っ赤な舌を出し、もったいぶるように舐め上げる様を見せつけられ、羞恥でどうにかなってしまいそうだ。

　視線をそらしたくても、彼から逃げたくても、あまりの快感に身体は甘く酔いしれてしまって動くこともままならない。

　ジュッジュッと何度も音を立てつつ啜られ、そのたびに子宮がキュンと収縮するのがわかる。

　広瀬くんは一度そこから顔を上げ、今度はその長い指で私の何もかもを暴く気だ。

　蕾を指でこね回しつつ、もう片方の指は蜜壺への侵入を試みる。

　ゆっくりと私の体内に入ってきて、長い指はありとあらゆるところに触れていく。

　クイッと指を曲げられ、擦り上げられるたびに、私は恥ずかしいぐらいに嬌声を上げる。

　すでに羞恥という感情が抜け落ちてしまった私は、ただ彼にすべてを委ねていた。

　指が出入りするたびに蜜の音が厭らしく響く。それと同時に、私の甘ったるい啼き声も部屋に響いた。

　ゆっくりと私のナカから出た彼の指は、蜜がたっぷりついていて間接照明の明かりでキラキラと光っている。

　その蜜は、彼の手首にまで垂れていき、どれほど自分が感じていたのか示しているようだ。

　ようやく彼の肩から脚を下ろされ、呼吸を整えながらシーツに横たわっていると、彼は挿入の準備を終えてベッドに戻ってきていた。

「亜沙子」

「……うん」

　私と蕩けたいという意思を見せた彼に、私は小さく頷いた。

　広瀬くんは私の膝を立てて大きく脚を広げると、そこに身体を滑り込ませる。そして、いきり立っている彼自身を私の身体に押しつけてきた。

　何度か腰を振り、蜜を堅くなっているそれに塗りつける。そのたびにグチュッという蜜の音がして恥ずかしいと思いながらも、早く来てと懇願してしまいたくなった。

　待ちきれなくなった私は彼の鍛えられた腕に手を伸ばし、お願いと目で訴える。

「そんな目で見るな」

「どんな目をしている？」

「そんなかわいくおねだりされたら……優しくしてやれない」

　そう言いながら未だにナカに入ってこない彼に、私は眉を下げて見つめた。

「おねだり、しちゃダメなの？」

「っ」

　彼が一瞬息を呑んだのがわかったが、すぐに私の意識は体内に入ってきた彼に向けられる。

　ズン、と一気に奥へと入ってきて、目の前で火花が散るような強烈な刺激を感じた。

「あっ……ん……ぁああ!!」

　彼は何度も最奥めがけて腰をスライドしてきて、そのたびに気持ちよすぎて視界が白くなりそうだ。

　グチュグチュという蜜の音に、身体と身体がぶつかる音。この部屋には甘ったるく淫靡な空気が立ちこめている。

「亜沙子、好きだ。好きだ……!!」

　何度も何度も私のことが好きだと伝えてくれる彼に、私は身も心も、そして人生でさえも差し出したくなる。いや、受け取ってほしい。そう願った。

　腰を動かしながら、胸を何度も揉まれ、何度も何度もキスを交わしてく。

　そのたびに腰から下が蕩けていくような感覚がし、幸せすぎて涙が零れ落ちた。

　ポタリと私の身体に彼の汗が滴り落ちる。見上げると、彼は眉を顰めて何かに耐えるような表情をしていた。

　腰を動かして私の身体の奥とキスをするように、何度も何度も突き上げてくる。

「はぁ……っ、ああ……あぁ」

「亜沙子、かわいい」

「ふぅぁ……ぁ、あ、ああ!!　も、もう……きちゃう」
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　身体が甘く疼いて息が止まりそうになる。

　彼の腰の動きがより速くなり、私の身体は目の眩むような快感に侵されていく。

　ググッと最奥を擦るように彼が腰を回した瞬間、パチンと何かが弾けて飛び散った。

「あぁ、ああ……ああ―――!!」

　ビクンと腰を震わせ身体の外に熱い飛沫が蕩け出た感覚を最後に、私の記憶はプツリと切れていく。

　だが、意識が薄れていく中、広瀬くんの声だけが耳に残る。

「亜沙子……。ぜってぇ、離さないから」

　そんな独占欲丸出しの彼の声に、私の頬は綻んでいた。
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「それにしても……あんな状態でする？」

「だって亜沙子を抱きたかったし。大丈夫だったからいいだろう？」

「全然大丈夫じゃなかったじゃない。まぁ……病人を誘惑した私も悪かったんだけど」

　頬を赤く染めてそっぽを向いた私に、広瀬くんは「かわいい」と甘ったるい声で言った。

（ねぇ、広瀬くん。君はこの頃「かわいい」しか言っていない気がするんだけど、気のせいでしょうか？）

　そんな恥ずかしいことは指摘できず、私はますます顔を赤らめる。

　お互いの想いが通じ合った二週間後。私は、広瀬くんが運転する車の中にいた。

　順調にお付き合いを開始した私たちは、休日を利用してドライブデートを決行中だ。






　思いが繋がった、あの夜。広瀬くんは私を抱いたあと、高熱でうなされた。

　とはいえ、体力がある人は違う。一晩眠ったら、平熱に戻っていたのには驚いてしまった。

　ちなみに、私をあの夜広瀬くんの家に向かわせたのはやはり同期二人の悪だくみだったらしい。

　私の気持ちが広瀬くんに向かっているのは一目瞭然。それなのに尻込みしている私をけしかけようとしたようだ。

　だから、すぐに返す必要がない書類を私に持って行かせたらしい。

『人聞き悪いことを言うな。清田が素直じゃないってことは、俺たちがよく知っている。だからこそ助け船を出してあげたんだろう？』

『清田さんが素直になれてよかった。同期として嬉しいよ』

　そんなふうに新見と近江は諸手を挙げて喜んでくれたわけだが……なんとなく釈然としなかった。

　しかし、彼らの協力がなければ、今こうして広瀬くんの恋人にはなれなかっただろう。だから、優しい同期たちに恵まれてよかったということにしておいた。

　私は広瀬くんに誘われてドライブを満喫中ではあるのだが、行き先は教えられていない。

　だが、車で走り続けること二時間。見知った風景を見て、私は二人が出会った海に向かっているのだと悟った。

　原点に戻って、もう一度あのときのことを話すのもいいかもしれない。

　そんなふうに悠長にしていたのだが……彼の運転する車が行き着いた先は、なぜか私の実家だった。

「え……？　どうして家を知っているの？　というか、なんで家に来たの!?」

「ん？　亜沙子のお母さんに誘われたから」

「は……？　え、でも私。広瀬くんのこと、お母さんに話していないわよ？」

　助手席の扉を開かれてあたふたしている私を、広瀬くんは不機嫌な様子で見下ろしてくる。

「らしいな。亜沙子のお母さんに聞いて、ビックリした。付き合い出した彼氏がいるって、きちんと話してくれよ」

「いや、ちょっと待って。広瀬くん、どうしてうちのお母さんと連絡を取っているのよ？　そもそも連絡先なんて知らないはずでしょ!?」

「知ってるけど？」

「はぁ……？」

　呆気に取られていると、家の中からお母さんが嬉しそうに飛び出してきた。

「あらぁ～、健二くん。いらっしゃい。ここに来るのは何年ぶりかしらね」

「そうですね……。かれこれ十七年ぶりぐらいですかね」

「もう、そんなになるのね。お母さんは元気にしていらっしゃる？」

「はい。独身を謳歌していますよ」

　広瀬くんとお母さんが和気藹々としているのを見て、私は唖然としてしまった。

　どこでどうなったら、こんなふうに仲よさげにできるのだろう。

　それに会話の端々に、昔からの知り合いのようなワードが含まれているのが気になる。

　未だにこの状況が理解できずに唸っていると、お母さんが呆れ顔で肩を竦めた。

「あら。亜沙子、まだわからないの？」

「え？」

「健二くん、十七年前までお隣に住んでいたのよ」

「は……？　えっと、お隣さんがいたのはなんとなく覚えているけど。棚橋さんじゃなかった？　でも、あれ……？」

　確かに遙か昔に隣に住んでいたのは棚橋さんという三人家族だったはずだ。

　そこには小学生の男の子がいて、名前は……健二だったような。

「あ！」

　ようやく彼らの話の全貌が見えた。まさか、隣に住んでいたやんちゃ坊主の健二が広瀬くんだったなんて……!!

「じゃあ、どうして名字が」

　私の素朴な疑問に、今度は広瀬くんが答えてくれた。

「うちの両親離婚して、俺は母親についていった」

「だから、広瀬に」

「そういうこと。両親の離婚が機で、この家から引っ越したんだ」

　広瀬くんは、実家隣にある家を指差して説明してくれた。今は、違う人が住んでいる家だが、昔は広瀬くんが住んでいたなんてビックリだ。

　家に上がらせようとするお母さんだったが、広瀬くんは頭を下げて断った。

「スミマセン。亜沙子さんとお話ししたいので、海に行ってきます。あとで寄らせてください」

「そうね。この子、かなり混乱しているみたいだし。よろしく頼むわね」

　ヒラヒラと手を振るお母さんに見送られつつ、私は広瀬くんに連れられて海を目指す。

　徒歩で五分の距離にある海は、私のホームグランドだ。きっと広瀬くんにとっても懐かしい場所の一つなんだろう。

　海への道中は何も話さなかった広瀬くんだったが、流木に腰掛けるとポツリポツリと話し始めた。

「久しぶりにこの海に来たとき、やさぐれているキレイな女を見かけた。物悲しげで守ってやりたいと思ったんだ。一目惚れした、亜沙子に」

　波の音しか聞こえない、静かな海辺。ここには私と広瀬くんの二人だけだ。

　それもそのはず。もうすぐ年末を迎える。海風が肌に滲みて、寒さが増すこの時期に好き好んで海に来る人はわずかだろう。

　時折カモメの鳴き声が聞こえる中、広瀬くんは懐かしそうに目を細めた。

「あまりに切羽詰まっているように見えて慌てて声をかけようとしたんだけど、亜沙子は海へと入っていったから焦った。死を急ぐように見えたんだ。昔の男の愚痴を言っていたし」

「ああ……はい」

　確かにあのとき、やさぐれていたかもしれない。だが、別に死のうなんて思っていなかった。そう伝えると、広瀬くんは苦笑する。

「だけど、実際溺れただろう？」

「そ、それは……。まさか足がつるなんて思いもしなくて」

　ばつが悪くて目を泳がせていると、広瀬くんはポンポンと頭に触れてきた。

「助けることができてよかった」

「うん、ありがとう。広瀬くんがいなかったら、私は今こうして隣にいることはできなかったものね」

「もう、うかつに海に入るんじゃないぞ」

「はい」

　大きく頷いて約束すると、彼は私の肩を抱き寄せてくる。

「で、救急車を呼んで病院に担ぎ込んだときに、亜沙子の両親に会って、亜沙子が昔の幼なじみだと判明したんだ。それと同時に、亜沙子が同じ会社に勤めているってことを知った。だから、亜沙子の両親には口止めしておいたんだ。俺が亜沙子を助けたことは内緒にしておいてくれって」

「吊り橋効果を避けたかったから？」

　首を傾げる私を今度は腕の中へと導き、広瀬くんは耳元で囁いてきた。

「まあな。俺は亜沙子に感謝してもらいたかったわけじゃない。好きになってもらいたかったから」

「広瀬くん」

　彼の顔を見たいのに、ギュッと抱きしめられていて見ることができない。

　広瀬くんは今、どんな顔をして告白してくれているのだろう。

　彼の名前を呼んで腕を解いてもらおうとしたのだが、次の言葉に声を上げてしまった。

「俺の初恋は亜沙子だったんだ」

「え!?」

　あまりの衝撃に言葉をなくしていると、広瀬くんはすべてをぶちまけるように自棄気味に言った。

「亜沙子はこの前、俺に言ってくれたよな？　命の恩人としての俺を好きになっていたし、俺個人としてだけでも好きになっていたって。二度好きになったって」

　言葉が詰まって出てこなかった。涙が零れ落ちていくのを感じながら、彼の体温にしがみつく。

　彼は、大事なモノを扱うようにソッと抱きしめてきた。

「俺だって、二度好きになったんだ」

「え？」

「俺の初恋だけでなく、二度も俺の恋心を奪ったんだから。最後まで面倒みろよ、亜沙子」

　広瀬くんは真っ赤な顔をしつつ私を腕の中から解放し、そして――今までで一番甘くて蕩けてしまいそうなキスをしてきた。

　唇をゆっくりと離し、おでことおでこをくっつける。そして、広瀬くんは甘ったるい笑みを浮かべた。

「もう、諦めろよ。俺に捕まったんだから」

「なに言ってるのよ。捕まったのは、広瀬くんだよ？」

「え？」

「二度と離してあげないから」

「望むところだ」

　さざ波の音。そして、国道を走る車のエンジン音が微かに響く。

　誰もいない海辺に、二つの影が、そして恋心が重なる。

　何度も繰り返される想いとキス。それは、誰も邪魔なんてできないはずだ。

　私は彼のジャケットの裾を掴んで、再びキスをせがんだ。
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